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文化財愛護モデル地区が県内に5か所設置され、文化財愛護地区活動を強.力に推進す.る 

ことになったのが昭和5 〇年度である。
:

指定の条件としては、県内5教育事務所の管轄地区ごとに原側として1地区とし、指定 

期間は2年間である。更にその巿町村には指定文化財が多数所在するほか、地域住民が文 

化財愛護について熱意をもっていることも条件とされた。

このような条件を満される市町村として各教育事務所から推薦され、指定されたところ 

は、館林巿、吾妻町、水上町、群馬町、榛東村であった。

\これらの巿町村はその趣旨をよく理解して5 0年、51年の.2年間にわたり多彩な活動 

を展開し、多大の効果をあげた。これは本文の実践報告を見ていただければ容易に理解さ 

れるところである。

ねがわくは、指定が終ってからもこれらの活動が継続発展していくことを望むものであ 

る〇

最後に、指定地区の教育長はじめ担当者に心から謝意を表する次第である〇

昭和5 2年3月

群馬県教育委員会教育長山 Bl武正
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昭和* * 4 5〇年度「文化財愛護モデル地区」活動実践報告

館林巿

1.

* 業 __________事業 内 _____ 事～i m >

巿内小5以上の児童、生徒を対象に 巿内小中学生5 〇名の出席^〇もとに、 

こども文化財教室 年間6回、日曜日を利用し、郷土の 専門担当講師の指導により、熱心に 

' 自然、.歴卑、文化、文化財、、建物等.秉Wし、講師もおどろくほど専門的

 を中心に講話と見学を行う。 に*究する態度であった。

2.

事 業：名.. 事 業 内 容 事 業 成 >一

布民に科する文化財愛護思想普及、 平素とかく無関心になりがちであっ

巿内文化財散歩 啓蒙のため毎月1回、2 5名を公募 たが、文イ匕財散歩を通じ改めて鄉土 

し説明者をつけ実施した〇 をみなおし、たいせつにする気持ち

バ—…：• がつよまった〇 

3.
爭業名| 事業内容 ～事業成

布指定文化財を有する地区婦人3 0美化活動を通し、文化財保護及びf 
文化財愛護活動 名が、毎月1回美化活動を行うとと 郷心が高まった。 んに

もに、文化財学習をあわせ行い関心

________ __を高める事業
 

4. ________

事業 名 ____事 業 内容 事業 成 果

文仆財愛箋田根善历巿内小中学生を対象に公募' 趣旨徹県後秀作品入選にみられる.と> り小’ 

作安二 濃貧底を図るとともに文化財愛護心を昂 中学生の文化財に対する.関心はっよ 

________ 揚する〇  ___________________  く純粋であるので今捧も継続したい〇

5.

爭 業 名| 事 業 内 容 事 業

市内小中学校、社会科担当教員を対 郷土史、及び文化財にっいて研修を

文化財指導者研修会 象に年2回、市内文化財を中心に研 深め指導者としての資質を高めた。

修する。



6.  _________
事業 名 事 業内容 事業成果

～ 研究グループの育成事業、本 とかく埋もれがちの研究グノレープに

文化財調査研究事業年度、石造文化財研究グループ 調査を委託し助成することにより

研究員の意欲が特に高まった〇

館林市指錢傾散歩実施要領

1. 趣 旨

今日の物質中心生活の反省から精神生活の向上が強く叫ばれてきました0

これは、こころ豊かな生活を求める気持ちが弓率まって来たあらわれでありましょう〇

この気持ちは、ふるさとをみつめ直しふるさとの良さを再発見しみるさとを大切にする愛郷心 

につながる気持ちでもありましょう〇

この意味から、このたび巿教育委員会では每月1回、巿民のみなさんとご一緒に布内の文化財 

をめぐり、祖先の生活の知恵や足跡を尋ね、文化財を愛護し大切にする気持ちを高めていただく 

機会を提供いたします〇 

ぜひ、ご参加くださるよう知願いいたします。 

2. 実施主体者

館林布教育委員会

5. 実施の方法 

毎月1回(午前9時より)

巿マイクロバスを利用

4.定 員 

.e月2.さ:名(先着順定員に念り次第,劫ります。 

5:集合璿所 

巿役所広場

6. 講 師

布文化財調査委員及び文化財関係職員

7•資料  

指定文化財リーフレット穹善しす〇



ゴこども文化財教室購のお知らせ

1 ねらい

わたくしたちが住んでいるま务移f長い年月にわたって歩んできた歴史があjます〇しかし、 

その歩んできた道はわたくした毛にはよくわかっていません0

わたくしたもの祖先が産みだした生活の知恵や、生活のしかた、社会のし7みな言i芷11數ん 

るととによって今日まで残されたものをたいせつに守る心が育てられます。こ¢0いみから本年度 

も"こども文化財教室〃を開講いたします〇 

2.主:.,催.館林布教育委員会•館林市文化財調査委員备Wソ:'•リ7房ぶ.：:

5.期:.日 い昭和5.p.年;9月より12月まで(5回)

4. 場 ノ所’.館林市教育研究所

5. 対 象、：小学校5年生以上の児童、生徒

6. 学習内容 •ノ

午前9 : 0 0 〜 12:00

月学.習 内 容 講 師

.ネ,月.14日(a)開講式 郷土の|然く.:郷土の花.草.虫) 文化藍_査,J先生

1〇； H12日(日)郷土の歷史(’ iちの移りかわり) 教育_会®先生

10^2 6 0(0)郷土の文化財(石に刻まれた歷史と伝説)文化薯5S,小林-吉先生 

11月16日(日) 郷土の文化(まちの文化を育てた人たち) 贄品太二郎先生

12月7日⑻ 閉講式 郷土の建物(すまいの移りかわり) 青ふ r-先生

7-申.多 み 8月31日までにハガギ’に輸、:氏名、学年、:学挟考、厲爵舉号(有線番号、)

た、、い.• を記,入の上館林布大手町9 一H、1館林市敎育委員会社会教育課文化財教室係

あて知申込みください〇 

昭和51年度「文化財愛護モデル地区」活動実践報告

1-文化財学習活動
.⑴文化財学習講座等の実施事業 

事業名称 内 容 成 果

こども文化財教 市内小学生5 . 6年及び申宇生を対象 巿内小中学生、6 6名の参加のもとに、. 

窒ノ ： •:し' 拓年間6回、日曜日の千前9時3 0分 専問講師の指導により、熱心に受講t、 

から11時5..Q分まで実麵する〇 5分の2 ( 4回)以上出席した5 4名



事業名称 内  容 成 果

郷土の歴史、郷土の自然、郷土め芸術 に修了証を授与する〇なお、皆勤した 

家、郷土の文化財、郷土の建物を中心者が2 2名いて、極めて熱/|し、な態度で 

一し,.: _ と見学を行う〇 _____学習した〇 ____________ _

布民文化財教室 一般成人と高校生を対象に年間4回、 ポス.ター、市広報紙、地方新聞にて受 

日曜日の午前9時5 0分から11時 講者を募集したが、参加者は18名で、

5 0分まで実施する。 少ないときは1回の出席者が5〜6名
郷土の歴史、郷土の自然、郷土の芸術 で出席する人はいつも同じ人で全部 

家、郷土の文化財を中心に講議を行う。(4回)出席した者は5名である。

出席者が少なかった反省と,て「巿民 

文化財教室」というと固苦しく、むず 

かしく受けとめてしまったのではない 

だろうか〇したがって、学習内容別に 

「郷土の歴史の移り変わり^］とか「自 

然観察」というようにした方が多く集 

まるのではないだろうか。

また、室内に知ける学習だけでなく、 

歴史散歩の方が集まりやすく、なお親 

子で藥加できる.ような開設をした方が 

よいのでけないかということが考えら 
 れる。 

⑵ 指導者講習会等の実施事業 ___________________

事業.名称[.ボ内 容 [.成 果

文化財指#者研 小学校社会科主任¥へ出席をして、文 文化財愛護思想作文募集の趣旨を理解 

修会 化財愛護思想普及作文募集及び文化財 し協力的であった〇しかし、当初布内

咬関す石学習を各校で積極的にクラブ 小中学校の社会科と理科担当教師を対 

活動にとりあげていた炎くように依頼 象に文化財、郷土史、自然等について 

する〇 の研修会を計画したが、教科部会に立

入って研修会を実施することは現状と 

しては困難である。

⑶学校における文化財学習 

(ロ)クラブ活動、部活動

名 称 内 容_____  成 果

第三小学校坪去 クラブ員29名(全員男子)が、郷土 明確な学習目標のもとに、具体的な年 

ラブ の歴史を古老から聞いてまとめたり、 間活動龍面をix熱心計画的比クラブ

拓本のとり万など市内の文化財に関す 活動にとくむ〇

学習や見学を積極的に行公ゴ



$ 称____________ 内 容__________________

第二中学校社会 クラブ員3 2名が毎週金曜日の第6時 調査したも0を校内文化ク:ラブ発表会 

そ、ラブ. に資料をもとにし尨校内学習及び日曜 に展示するれ考奔、,、ノラフ♦員自身がガ

日や長期休業を利用して市内に進出し、リバン刷りの冊子を作成し、調した 

指定文化財や石仏の写真撮影、測定な ものを記録した。.、‘

どを行ぅ。 

5.文化財愛護団体等の育成事業 

団体の名称事 業内 容 補助金額等

城町婦人文化財 婦人会員5 0名が毎月1回、市指定文 美化活動を通して会員相互の人間関係 

愛プイ匕財である館林城跡土橋門附近の清掃 の深まりと文化財保護及び愛護思想の 

活動を行う〇 高揚がはかられた〇

 (活動費 2 0,000円»

⑷その他の学習活動 

名 _ 称：.. 内 容 .7:成！ゾパペ ～～果

文化財愛護思想 文化財愛護に関する作文の募集をとお 文化財に目を向け大切にしょうとする- 

普及作文募集 して、児童生徒の文化財に対する関心 意欲や文化財は見学することによって

と認識を深め、2赞(匕財愛護思想の高揚 理解が深められることなどが強調され、 

をはかることを自的として、小学校 児童生徒の文化財に対する関心が高ま

5 - 6年と中学生を対象に作文を公募 った。

する〇その中から優れた作文を選んで

_______________作品集をつぐる9 ... ...

各種学級教室へ 高齢者教室、婦人学級、家庭教育学級 全学級、教室でとりあげるまでには、 

文化財学習の導 等の学習計画に:^文化財.に関する講座を'如かなったが.女化財の学習を積極的に 

入 1講座以上設足するようにした。 とりあげ専問講師を招いて学習する。

PT A家庭教育においては、講座だけ 

でなく、市内の文化財めぐりを実施し

た。ペたノ し、.

巿内文化財めぐ 巿民に対する文化財愛護思想の普及啓 婦人会、PTA、老人クラブ等、団体 

り 蒙をはかるために、市役所マイクロバ の参加が多く月2〜5回実施するよう,

‘ • '’• •シ: スを使用してい月1回2 5名公募し説 な場合がある。今後団体と平行して個

明者をつけて実施する〇 人を対象とした文化財めぐりを実施す

るようにつとめた60



4.管内の住民一嫁.塔辨する広報活動 

名 称　内 容 

巿広報、共済だ 文化財-に関する觀夢を随時記載し市民 市民の文化財忙対す％関心は高まりつ 

より、地方新聞、にPRする。、ぁるが、更忙向土するために1つの 

有線放送 必要に応じて有線放送に依頼してp R 方法だけでなく色>•をP Rの方法をエ

する。 - - 夫して一層の効窠ぞあげたい〇

文化財スライド 指定文化財のスライドを作成し活用に 現在文化財調査委具に依頼して作成中 

つとめる。 である。 

文化財冊子、リ 冊子.、リーフレ^-卜の活用を通して文 文化財研究家及び一般巿民に提供し大. 

ーフレット 化財のPRをする〇 変よろこばれて.いる。

な如、リーフレッ卜ほ、市内文化財.め..:

ぐりに参加した人に配布し資料として 

役立たせている〇

小学校5 • .6生と中学生のみなさんへ

ごども文化財教室開設のお知らせ

館林市教育委員;备十‘は、文化財調査委員の先生方のご協力によって、「子ども文化財教室」を開 

くことになりました:〇

郷土の歴史や自然などを知るのによい機会ですので、すすんで参加してください。

七. こども：文化 財:教室 開設要項

1. 講座内容

時間はいずれも、午前9時3 0分から11時5 〇分までです。

回 期 日 学 習 内 容" 講 師

1 9月5日(日)郷土の歴史(まちの移り変わり) 県史？?||んS知先生

2 ____9月2 6日(日)— 郷土のg然(花.草.虫)-… ______ __ •文化置露査|次先生

ノ,ms .日⑻郷土の芸術家(雜 義,㉒、夫光)‘瞬こ郎考考':

41〇月2 4日⑻ 郷土の文化財(石にきざまれた歴史港伝説) _合 敏坦出も立

511月7日(日) " (遺跡と租先の生活). 二休一吉先生

6 11月21日(日)郷土の建物(すまいの移り変わり) 木 信一先生

余都合により変更があるかもしれません。

2. 場 所 館林布文化会館

5.対 象 小•中学生(小学校5年生以上)定員5 0名で先着順



4. 受講料 無料 

5. 申込み方法 

(1) はがきに、住所、氏名、学校名、学年ぐ電話(有線)番号を書いて、館林巿大手町9一19、 

館林市教育委員会社会教育課へ申込んでぐださい〇

(2) 電話.でもけっこうです(電話3 — 5413 有線2 2 9 2 )

館林市教育委員会

広報 ______________________________

たてばやし

編集秘書課

昭和51车8月10日発行 知知らせ版

子ども文化財教室を開設

巿教育委員会では、文化財調査委員の先生がたのご協力により、小学校5 • 6年生と中学生 

を対象に下記のとおり「子ども文化財教室」を開くことになりました。

郷土の歴史や自然などを知るのによい機会ですので、すすんで参加してください〇

記

1. 講座内容

「回 期 日 厂 学 習 内 容 _____________

19月5日(日)郷土の歴史(まちの移り変わり) 県史ん蠢知先生

2 9月2 6日(日)郷土の自然(花、草、虫) 巿文g蠶調塞羡先生

～ 7TZ z □,ロ、姗ふ,ハ世俗安r田山 花袋、藤野 天光、 "
310月3日(日)郷土の芸術家(小室 翠雲他 ) _贄田太二郎先生

410月2 4日⑻ 郷土の文化財(石にきざまれた歴史と伝説) 落ぶ 敏男先生

511月7日⑻ " (遺跡と租先の生活) 小备_吉先生

611月21日⑻ 郷土の建物(すまいの移り変わり) 青；；俨一先生

炎 時間はいずれも午前9時5 0分から同11時3 0分までです〇

奈 都合により変更があるかもしれません〇

2. 場 所 市文化会館

5.対 象 小•中学生(小学校5年生以上) 定員5 0人で先着順

4.受講料 無 料



5-申し込み方法 〇はがきに住所、氏名、学校名、学年、電話(有線)番号を書いて

館林巿大手町9一19

十に‘-. 鎗#市教育委員会社会教育課へ申し込んでください。

〇 電話でも結構です〇 (電話5 — 5415番有線2 2 9 2番)

(巿教育委員会)



第1回 9月 5日(日)

郷土の歴史(まちの移り変わり)

講師'群:馬県史編さん室,川島..維知

1.城下町(館林)の移り変わり

室町時代以降、武将、大名の城を中心に発達し、武士団や商工業者が集住した町。館林の城下 

町は古くは青柳城下より移されたものといわれている。

青柳城(佐貫町)---- > 大袋城-----y館林城

丸屋敷.加法師.

① 連雀町•並木町. ② 連雀町.並木町.伴木.道場小路.昙崔：f御堂.

仲ノ町.関ノ上 一(赤賊当時)

連雀町.並木町.伴木.道場小路.堅町.丸屋橋.

③土橋•加_•白山.大御堂•若宮(長崑.北条氏

I 当時).足利町.目車町•裏宿

城下町 城 ----- -- ------- ---- ---------------------------------------------------------------------------------------

下

テ‘ 連雀町•並木町.堅町.足利町.加法師^山.禾挽•:

町•鞘町•材木町•石町•大工町•台宿町•塚場町•

紺屋町(本.新).目車町.谷越町*鍛治町.町.

風呂町•催促町•弓町•家内町(禰原氏以後)
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- -------------------------------------------------- ----------------------------- - __________



2. 宿(しゅく)の移り変：bり

宿とは臨時の労力供給者、あるいは外来の諸識、もしくは行商の徒の仮住を許した郭外の地区 

裏 宿ーニー—二台宿,---- --------荒宿-——ーーー新 宿
--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

長尾.北条氏当時のj j榊原氏以前台宿原と丨_原氏当時の新宿 荒宿の町が南にのび新

町人街 称し足次、館林の入 .I宿となる ________

榊原氏以後の武家屋 会地
敷 榊原氏ごろよ！)籠林  

城下町 

3. 道 路

⑴ 日光脇往還と札の辻(大辻)——慶長2.年(.1.5 9 7 )新設

(2) 旧小田原街遣丁-佐野街道(新設年代 ——わから念い)

し藤岡街道( "----- わから念い)

4. 館林藩の刑場

(1)日向刑場

⑵健刑場 

(3) 鞘町の牢屋敷

5. 鉄道の開通(明治4 0年8月2 7日)と館林

6. 住居表示実施(昭和4 2年7月:〒B以降)忙よってなくなった町名

7. どれからどう変わるが

_______A. :

第2回 9月2 6日(日)

郷土の自然(花•草•虫)

講師文化財調査委員島野好次

1. 布の花、巿の木.巿の鳥について〇

2. つつじケ岡公園(花山)はなぜたいせつにしなければならないのか〇

5.館林でめずらしい植物といわれるものにどんなものがあるだろうか〇

4. 虫を食べる植物「ムジナモ」が館林で発見された話あれこれ〇

5. 館林の動•植物を研究した人たち〇

•高野貞助先生

• 松村源蔵先生

6. いま館林のどこに昔からの美しい自然が残っているだろうか〇

Z 自然を守ることのたいせつさ〇

8. 館林の人たちにわかってもらいたいこと〇



第5回 1〇月 5日⑻

鄕土の産んだ芸術家(田山花袋、藤野天光、小室翠雲、他)

講師文化財調査委員贄田,本工郎

A 田山花袋(18 7 1-1 9 3 0)

•名は録称 1•朋治.4. ； 4 2.15.(旧歴).尾曳町に生まれる。

昭和5. 5.15 東京都代々木の自邸で病没〇 6 0才

実弥登
十郎-)

----- -- かっよ
てっ

- •.卜-ハ:録弥(•苑 袋.).

—富弥 • +,.

•花袋の少年時代

• ’ 作品「ふるさと明治5 2. 9 新声社

「川ぞひの春」大正8:1やまと新聞

•花袋の史跡めぐり 館林巿•千代田村赤岩•羽生市等 

B 小 室M? ..(.1:8 74.^ 1,9 4 5 )；.. .

•名は貞次郎 明治7. 8.3 1 館林布本町に生まれる〇 

昭和2 〇. 5. 5 0 東大病院で病没。71才 

-门-....--V； •:「厂肩次郎(翠.雲) 

牧三郎T_J一ます

ふき子」 |一とく
 Iーー佐四郎ン

 師田崎草雲と南画 

作品「寒林幽居」「濯足万里流」

た二翠雲の瓣...千眼寺.常光寺

C 藤野天光(19 0 5〜19 7 4 )

.名は隆秋 明治5 6. 9. 2 7館林巿朝日町に生まれる〇 

昭和4 9.12. 3 0巿川巿南八幡町で病没。7 2才

一たか(藤野書店母堂)

--------近藤(夭折)
きん一

— 明(後に隆秋)

天光の号杯鷹明 舜正 正光(昭和4 2年改号)

 藤野天光遺作展(昭和5 〇. 6. 2 9 (a)-文化会館)

昭和5年 東京美術学校彫塑部卒。 昭和5 〇年/ ..熟三等瑞宝章 .



Dその他

第4回 1D月2 4日(日)

郷土の文化財(石にきざまれた歴史と伝説)

講師文化財調査委員落合敏男

1. 佐貫氏とその知墓

佐貫氏の墓は、つつじ会館のしき地〇南すみ仗安®されて6恙。こ人らの墓石は、昭和4 5年

に神戸生糸KK館林工場内より発見されたものである。 ペ

2. 榊原康政のお墓 诸货

康政の墓は善導寺にあり、宝匿印塔で、高さ約5汎の大型のものである。康政は、徳川四天王 

の一人、天正18年館林城主(1〇万石)となる。

5.義人小池藤左衛門のお墓

田谷観音堂の墓地にある〇藤左衛門は、館林騒動の三義人の一人である。館林城主松平清武が 

高い年貢を割当てたことにはじまる。 乾 了 

4. 竜積寺のハシカ地蔵

青柳の竜積寺にある。総高約2.8771のお地蔵さま〇もと青柳刑場は付近にあったが、明治4 2 

年にこの地に移された。 

5. 大阪みやげの大鳥居 ん

上三林の雷電神社にある。寛政11年、荒川弥主老衛ftが伊勢まいりの際、大阪で買いもとめ

てきたもの。

6. 大谷休泊のお墓

高根にある。県の指定史跡。休泊は、大永元年に生まれ土木の道にすぐれ、この地方の用水堀 

をつくったり、荒れ地の開こん.松の植林等の大事業をしfe。

Z明善寺のいぼ地蔵(阿弥陀如来)

大島字寄居にある〇むかし、この地蔵さまが、水あびを寸るこどもたちの衣類の番をしたとい 

う話がある。 

8.子の神の力石 

又 板 碑   

第5回 11月 7日⑻

郷土の文化財(遺跡と祖先の生活)

ぅ く 講師文化財調査委員小林一吉

1.旧石器時代(約2 D 0万年〜4万年前)

 館林•邑楽の人々はどこからきたのか。 巧

 大むかしの人々 



• 関東ローム層について。 

岩宿遺跡

葛生原人

館林市高根山神脇遺跡

館林巿成島水溜遺跡

2.縄文時代(約1万年〜2千3 0 0年前)

•具塚というのは何か。

• どんな家に住んでいたか。 

•道具はどうやって作ったか。

•縄文式土器はどんな方法で作ったか。

海老瀬具塚 

館林市高根外和田遺跡 

"堀エ分福蛇沼遺跡
.

1加法師町外加法師遺跡 ’

5.弥生時代(約2千3 〇 〇年〜1千7 〇 〇年前)

•農業のはじまりと生活感愛也T 

•田んぼはどのようにしてつくったか。

•倉にはどんな工夫がされて耗以ド

•弥生式土器はどんな方法で作ったか。

館林市高邊学寺内高根遺跡

4-古墳時代(約1千7 0 〇年〜1千5 ◦〇年前)

 古墳とは何か。

 古墳の中峰どうなっているやか。

はにわはどうやって作ったか。

も辟にわはどんな形があるか。 

 どんな服装をしていたか。

館林市高き頭％二子古墳

"近藤伝右ヱ門遺跡

〃当郷山王山古墳

"西本町愛宕神社古墳

◎市立図書館2階展示室

-‘館林,鼻楽地方にある遺跡より出土した石器• 土器やはにわを易ると、そのころの人々の 

生活を知ることができる。  



第6回 11月21日⑻

郷土の建物(すまいの移り変わり)

講師文化財調査委員青木信一

1. 原始時代の生活 

2. 木造と石造のすまい

5.郷土の家屋 

4. 未来のすまい 

 -

布民のみなさんへ 

 
__市民文化財教室開設についてのお知をせ一

館林巿教育委員会では、文化財調査委員の先生方のご協力によって、「巿民文化財教室」を開設 

することなりました〇

郷土.館林の自然や歴史、文化を知るよい機会です6セ布民のみな宅んのご参加をおねが.いいた 

します〇

巿民文化財教室開設要項

1. 講座内容__________________________________ 

回 期 日 学 習 内 容  __講 師.

110月2 4日(日)郷土の歴史(生活の移り変わり) 県史ん_知先生

211月21日⑻郷土の_然(花.草) 文化IPS次:先生.

31月25日(日)郷土の芸術家(果g g義..f野天光) •贄田太二始宪生•

4 2月2Q日⑻郷土の文化財(石仏•遺蹟) '

余 t 時間はいずれも午前9時3 0分から11時5 0分までです。

2.都合により、計画に変更があるかも知れませんが、ご了解ください。

2. 場 所館林市文化会館

5. 対 象 市民一般(高校生以上)定員5 0名で先着順’

4. 受講料無 料 

5. 受講申込み

.⑴へは.がきら 住所、氏名、.年令、..職業、電話(有線)番号を記入して巿大李町9 一19 

館林巿教育委員会巿民文化財教室係宛申込みください。

(2)電話申込みでもけっこうです〇 (電話3-5415 有線2 2 9 2 )



昭和51年度館林市第二小学校郷土クラブ

1. クラブ員 2 9名 (全員男子)4年16名5年8名6年5名

2. 指導者落合敏男 川口範子

5.目 檩

① 巿内の史跡等に関心を持ちくわL く知ろうとす名福度を身にけさせる。

② 古老等の話を聞いてまとめることができるようにする〇

③ 拓本(かん拓)がとれるようにする〇 

④ 文化財を大切にしょうとする態度を養う〇 1

4. 知もな活動予定 、ぐ

〇応声寺の館林城鐘の見学 鐘の簡単な見方

〇 善導寺の榊原康政の墓の見学

〇 三の丸の土るいとその周辺

〇尾曳神社の見学

〇 巿立図書館の資料の見学

〇 記念碑の調査

〇 古老の話を聞いてまとめる〇

〇 拓本のとり方

〇工場見学 

5. これまでの知もな活動

5月2 7.日(木)善導寺の禰原康政の墓の見学をする〇

6月10日(木)青梅天神の見学をする〇絵馬、拓本のとり方〇 

7月 1日(木)初曳稲荷の見学をする。館林城築城、拓本めどレ方。

9月9日(木> 館林の歴史について話を聞く〇二学期の予定〇

1〇月 7日(木> 校内の歴史しらべ、古道具、古教具の調査

10月14日(木)地名について話を聞く 〇

10月28日 文化財についての作文

11月18日(木)三の丸とその周辺の見学をする〇

12月2日(木)田山花袋の旧居を見学する〇 

12月24日〜1月7日 自由調査(むかし話• S己念碑•古道具•交通量)

2月10日(木)森田一三郎氏(明治21年1月1日生)に来校していただき1時間2 ◦分 

むかし話を聞いた。

5学期 第二小学校の模型づくり

6. 反 省 〇 工場見学を予定しておったが見学できなかった〇

〇 見学のまとめが遅れた。



昭和51年度文化財愛護思想普及作文募集要項

館林市教育委員会

1. 趣 旨 文化財愛護に関する作文の募集をとおしてぐ児童生徒の文化財に是する関心と知

識を深め、文化財愛護思想の高揚をはかる。

2. 応募規定 

⑴資 格 小学校5。6年生及び中学生

⑵題 名 自 由(ただし趣旨に度するもの)

⑶内 容 (具体的な事項で)

① 郷土の文化財の紹介 

② 郷土の芸能の保存

③ 郷土の祭

④ 郷土の芸術家

⑤ 開発と遺跡(古墳)の保護

⑥ _記念物の保護

⑦ 郷土クラブ、自然クラブ等クラブ活動の紹介

⑧ わたしの郷土(自然)研究

⑨ その他文化財の保存愛護に関係あるもの

⑷様 式

①原稿用紙(B4 400字詰)3〜5枚にまとめる。

⑸各校の提出点数

① 小学校 5•6年の学級数以内

② 中学校 学級数以内

⑹〆切日 9月10日(教育委員会社会教育課へ提出)

5.審 査 文化財調査員、学識経験者若干名を委嘱し審査を行う。

4. 表 彰最優秀賞(1点)、優秀賞(5点)、佳作(若干)

5. 参加 賞 予算の範囲内で参加賞を授与する。

6. 発 表 入賞作品の発表については検討の上定める。



昭和51年度文化財愛護思想普及作文
優秀作品集

目 次

小学生の部„

1.先祖の残したものを大切に(最優秀作品) 5小 6年尾花秀之

2-館林の文化財を異学して(慶秀作品) 24ヽ6年森田秀之

5.子ども文化財教室に学んで(優秀作品) 3小 6年橋本悦子

4. 文化財を大切にしょう(優秀作屏) 年获原浩

中-学-生 の 部

1. 文化財の保護について(最擾秀作品) 2中2年安西隆弘

2. 郷土の自然とその愛護(優秀作品) 多中3牟 原 孝 誌

5. 館林布の文化財「館林城跡」について(優秀作品) 2中 き单 新井 健

佳 作

小学生の部1

1. 文化財を大切f 5小6年藤’択 宏

2. 郷土クラブの活動について 2小 6年恩田 健

る.文化財を大切に 1小 6年 承 信義

4. 親しまれる分福茶がま 3小 6年金田七蠢

5. ぼくらの県立つつじが岡公園 3小 6年 武 田富 仁

6-文化財 4小5年磯 小百合

7•文イヒ財

中学生の部 
___________ ________ ,

1.郷土の文化財とその愛護 多中3年山岸信浩

2-館#城と歴代の城主 2中5年酒井健/——

5-茂林寺沼及び低地湿原 2中3年金子 稔

4. 館林の歴史 2中5年小倉..隆

5. 文化財の愛護について 2中-5年」.太.：田佳伸.



小学生の部

(最漫秀作品)

先祖の残したものを大切に

五小 6年尾花秀之

この間の授業で、先生が、昔の古い書物や絵を見せてくださいました〇

どうして江戸時代のころの古い資料が残っているのか、不思議に思いました〇ぼくは、そんな長 

い間、どうやって保存されてこられだのか、調べて見たいと思いまレ拉:'、’:

よっぽど、先生の先祖達は、大切なこれらの古いものを宝物のように保存して来たのだなと、感 

心してしまいました。

野仏が、土や草にうまっているのを見たことがあります〇皆んなそういう古いものをどうして大 

切にしてやれないのかと思いました。

ぼくは、なぜ皆んながわすれてしまうのだろうと、いつも考えさせられてしまいます〇考えてい 

るだけで、自分もあまり大切にあつかったことはありません〇

それで、人にだけ言うのはまちがっていると思っています〇

今では、文化会館になってしまっているが、昔はそこに城があったと聞いてぉどおきまじた。な 

ぜ、城をなくしてしまったのだろうと思い、先生に質問してみると、火事で燃えてしまったのだよ. 

と教えてくださいました。

その火事がなければもっと城の事がわかったのにと、思うと燃えてしまったことが残念でなりま 

せん〇

楠木神社には、楠木正成の首がまつってあると言う伝説があるが、先生のぉ詰によると、関酋地 

方から首をはこんで来たとしたら、昔の人はたいへんなことをやったということです〇ぼくもそん 

なことができたらすごいことだと思いました〇

それは、伝説として伝わって来たの念らあってもいいのではないかと、思っています〇

馬頭観音をいくつも見たことがあります〇馬頭観音は、昔の人々が死んだ馬をまっって建てたも 

のです。

なぜ、そん念に大事にしたのだろうかとぎもんに思うとそれは、畑をたがやしたりするのに馬や 

牛を利用していたがらだと、いうこ;とがわかりました。

自分の身近な所を調べることは、昔め様子や、農業の様子など、またどんなことをして生活を建 

てていたのかと思い、これからもいないろ調べていこうと思っています〇

これからは、古いものに目を向けて,昔のことを知り、文化財を大切にしていくためにも、皆ん 

なに呼びかけていきたいと思っています〇



(優秀作品)

館林の文化財を見学して

二小 6年森 田_秀之

8月1〇日の日に松原子ども会が、館林の文化財について知てもら知うということなので、ぼ 

くは、すすんで参加した〇  

集合場所は、松原公民館で乗りものは、館林巿のマイクロバスで、説明してくださった;のは、K 

先生だった。

バスの中に入るとまずパンフレットをくださった。パンフレットの中には、18種類の文イ匕財が、 

のっていたが、みんなが、行ったことのあるものは、はぶいて11,種類の文化財を見学することに 

念った。 -.ハ

見学コースは、茂林寺の方から普済寺.善長寺•田山花袋の旧居*田中正造の墓•っっじ会館• 

尾曳神社などです。文化会館でおべんとうをたべ.午餐はC•••大道寺•善導寺•大谷休泊の墓•タテ 

バヤシザサの白生地を見学し、公民館に帰ってきた。

見学した中ですでに見学したことのあるもめもあったが、これが、文化財だと知っていたものは、 

少汝かった。このように文化財については、あまり知らなかった〇

見学したもので印象に残ったものは、たくさんある〇まず普済寺の銅鐘、善長寺とそのふ近の山 

玉山古墳、赤井の祖佐貫ftの墓、：_原康政の墓、タテバヤシザサの自主地の六種類の史跡や天然記 

念物だった。

普済寺の銅鐘の感想は、この寺の鐘は、なん度も見たことが、あったが、これが、文化財になっ 

ている銅鐘な宏とは、思ってもみなかった〇このように見たことが、‘あっても文化財だと知らない 

ものが、ほかにもあった。

善長寺については、善長寺のいわた帯をするとじょろぶな、赤ちゃんが、生まれるというので、 

アメリカの方からくる人が、いるとK先生が、説明してくださったが、なんだか信じられないよう 

にも思えた。

山王山古墳は、草や竹でよくわからなかったが、K先生が、

「これは、前方後円墳ですよ。J

と、いわれた時に、ぼくが、

「お七姫山のとだいぶちがうな。」

と言ったら、K先生が、

「冬紀なれば/ああゆうふうになりますよ〇 J

と、知しえてくださった。そのため冬にもう一度きて、たしかめようと思った。

•’赤井の祖佐賞ftめ墓は、ぅづ匕会館にあV、左輪塔がたぐさんあったン五輪塔にづいて玟先生が、 

説明してくださった。それは、空輪•風輪,火輪•水輪•地輪の5•つがら組み合さっtいるところ 

から、そうよぶそうである〇



榊原康政の墓につぃては、徳川辱天王汐1.Aとhて知ら,れ.る康政の墓が、‘どんなものかとぃう興 

味があった〇墓石の高さは、5,15 メートルとぃうひじょうに高い宝きょうぃんとうである。 

最後にタテバヤシザ夺を見せてくれた。さわってみたりしたので、だぃたいの特長が、わかった 

ところで、子ども会の会長さんが、 

「特長が、わかったら見に行こう。」

と、いったので見に行ったが、みろみらなかった。しかし.おじいさんのがのをさわっ,てみたのでよ 

かったと思う〇

このようにいろぃろな文化財にづいて知ることが、できたので参加してよかったと思っている。 

 

(優秀作品)

子ども文化財教室に学んで

三小 6年橋本悦子 

私今年初めて、,こ9子ども文化財教室にはぃってみました。

最初の日は、「郷土の歴史Iまちの移り変わり)」とぃうことにつぃての知話でした。中でも 

「しょ刑」のことが心に残りました。それは、死刑になった人が、土にうめられてのこぎりで、首 

を切られたのだそうです。この事を聞ぃて、昔の人赶とでもざんこくな事をしたのだと思ぃました。 

それからとても、おもしろいと思ったのは、ある人が、せっぷくをしてぃると中で刀がよく切れな 

ぃといい、..とぎ石をもってこさせ、よくといでから、せっぷくをして、死んだとぃうことでした。

その他、城の移り変わりなど知もしろぃ話が、たくさんありました。こんなにいろ这ろな、たくさ 

んの歴史の事について、話してもらって、私は、びっくりしました。

この後、「郷土や文化財J,や「鄉土の建物」につぃての知話がありますが、また出席して、ぃろぃ 

ハるな歴史につい.て知り.たぃと思ぃます〇

このような、館林の歴史や文化財を、勉強の中に'もとりぃれ、もっともっと歴史や文化財のこと 

をくわしく知りたぃと思ぃます〇

私達にとって郷土の歴史や文化財は、とても大切なものだと思ぃます。ですから、これからみん 

なで歴史や文化財のことについて話し合い、いろいろと考えてみたりしたらよいのでは、ないので 

しょうか〇 

そしてぃつまでも、この館林(郷土)の歴史や文化財を残してぃきたいと思ノぃます。 

そのために、私達がこれから、よぃ歴史を残すためにおおぜぃの人と協力したくさんの人々 

と話し合ぃをして、ぃつまでも、よぃ歴史を残すように、がんばりたぃと思います。

そして私達の手でこれから館林市の文化財をたぃせつに守り、後世の人達に伝えてぃきたぃと思 

います〇

そのために、私達も、釦父さんも、お母さんもみんながぃっしmって館林市め文化財を大切 

に保存しょうではありませんか〇



(漫秀作品)

文化財を大切にしよう

 一小 6年薮原 浩

ぼくたちの住んいる日本は、世界でも古い歴史をもっている。その歴史を知るた.めに、古い時 

代のものとしては、いせきやいせきの中から出てきた品物があるし、それから新しい時代になると、 

建物や書物なと日常っかっていたものが残されていて、そめ時代〇人達ボど較よ斗生活心ていた 

かとか、生活の変り方、文化の発達の状態念どがわかる。 

このようないせきとか美術品の中で、これから残しておきたいでのば、7国や県命志时村で、.それ 

それ文化財として指定して保護されている。

その中で国が指定している国宝や重要文化財は、他のものと く らぺるとげんじゅうに保護されて 

いる〇県や巿町村でも指定したものは大切に保護されている〇しかし、どわきれたり、落書きされ 

たりしてだんだんむかしの文化を知るために大切なものがなくなってきている。国が指定してい名 

ものは国として残して知きたいものであるし、地方で指定しているものは地方で残しておきたいも 

のなのだ。

両方ともむかしの文化をしるために大切なもの冷のだから虎］じかちがあると思う。

しかし、ぼぐたちの摩の回:りを見ても、特別なものをのぞいては、古い建物などは、ほとんどな 

くなり、わらぶきの屋根の家などめずらしくなってしまった。少し残っているものでも子供達の遊 

び場になってしまったりv.落がきがしてあったり、こわれかが'^ている。

電車の窓などからときどきみえるわらぶき屋根の家などを見基と歴史を感じる。

親せ.きの家などでも新ちくをしたばかりだが、ずいぶんまよったそうです。でもその屋根をな於 

す人も少なくなっているし翬用も、たいへんかかるそうです〇夏はすずしく、冬はあたたかく、と 

てもすみよかったそうヌす〇

このように古い建物が、だんだんぼくたちの近くからなくなっていくのだなと思うと、なんだか 

ざんねんな気がします。

せめて今残っているものくらい一人一人が大切にして見守るようにしていこうと思います。



中学生の部

(最優秀作品)

 文化財の保護について

  二中.2年安西隆弘

.文化財、それは、かけがえの今ぃ遺産である〇調査に来た人々を驚かせ、また、見学に来た人々 

を感嘆させるすばらしき財宝なのである〇ところが寒際は路傍にポツンと寂しそうに立ってぃるも 

.のや、ひっそりとしたお堂の中に置かれたりしているものがほとんどではなぃだろうか。

そこで考えなければならなぃ事がある〇それは、ぃうまでもなく、文化財の保護にっぃてである〇 

このような事業は、中心者がひとりだけで,生懸命頑張っても、どうにもならないのである〇っま 

り、一般の人々の協力を必要とする心があ,れば、それは非常に簡易なことなのである。また、そう 

しなぃ限り、昔の人々の残してくれた宝を無駄にしてしまう結果になるのである。

そこで、具体的にはどの様なことをしたらよぃのか。

まず、第1には、「文化財を汚さなぃように〇」とぃうことである。ぼくの住んでぃる大島の山 

王には、大変立派な「日®地蔵g薩像」がある〇レかし .ほく,.がノhさぃ時から今まで、それに書か 

れた觀凌は少しも減っていないよう-朽歡う。それ。どころか次第に増加し.てきたとさえも思える〇 

.考えてふらわなくてはならないのはここである〇「汚されてぃる、よこされてぃる〇 という問題 

は文化財ばかりではなく、万圉共逼だと嫂くは思う6その大問題を解決令せるのはとても困難なこ 

とである。しかし、これ起け欲言えると思う〇「昔の人々が一丸となって侏ったものは現在の人々 

が一丸と凌っズって行こう〇  

次に.考えを社易)は,しこの本化財をより多くの人々に知らせよう士 とぃうことである。これ 

は、文化財を見学し、人々がそのすばらしさに感嘆すると共に、その時代時代の人々の生活等を深 

く心に刻んでもらおう々いう考えからである〇しかし、文化財から得る歴史の重み•とぃうものは、 

皆さんが想像してぃる以上にずっしりと重ぃものだと思う〇その重みをこらえ、深く心に刻みこん 

だ人だヴが、この偉大.なる遣産の學を知ること於できるのでしょう〇

最後に考えられるのは、「この文化財を未来の大遺産にして行こう〇」ということである〇それ 

は、単に言うと、昔の人々の心を描ぃた文化財をそのまま現在から未来に伝えようとぃうことであ 

る。簡単そうで非常に困難な仕事である〇しかし、それをやってのけて、初めて得る心の栄養とは 

偉大なものであろう〇昔の人々のために、また現在の人々のためにも、ぜひ、やり遂げなければな 

らなぃ仕事である。

文化財、それは、過去の世界のものであり、また、未来の世界のものでもある〇小さな石から大 

きな像までさまざまである〇人々に昔の面影を伝える文化財、それが、人々の協力を得て、未来へ 

と保護されるときに、文化財に対する関心が大きく向上するのではなぃだろうか〇



郷土の自然とその愛護

 多々良中 5年原 孝誌

僕達の住む館林市はつるの形をした群馬県のくちばしに当たり、県の最も東の方で、南に利根川、 

北に渡良瀬川が流れており、たいへん美しい町です〇この館林希は•大きく六つの地区に分かれてお 

り、僕達の住む多々良地区は、市の西端にあり、他の5つの地区ょりも自然環境のすぐれたところ 

と言えます〇なぜならば、多々良地区には、あの水面の美しい多々良沼と大谷休泊にょって高根砂 

丘に植我された松林があるからです。この両者は多々良地区ばかりで迕、館林巿の自然の宝物と 

しても大切な存在と言えます〇僕は、幼いころがら、魚つり+虫どりなどで、なじみ深い多々良沼 

が、年々破壊されていく傾向にある姿を、近ごろ強く感じています〇そこで僕は多々良沼の自然忙 

焦点をあてて、今後のあり方について書いてみたいと思います。

館林布誌を見ると、詩人の佐藤春夫氏(明治2 5〜昭和3 8年)が館林を昭和5 5年12月吃来 

遊していまず。その時に作った詩に次のょうなものがあります。 

館林巿外たたら沼

去年「新雪の山遠し沼ところどころ」と 

口吟せしところ今日来で見れば

柿若葉うつくし土堤の家

芦荻はさやかに角ぐみ水はいぶし銀を帚く

(以下略)

僕にはちょっとわからないところがありますが、多々良沼の自然め美しさを賞讃していることだ 

けはわかるょうな気がします。

佐藤春夫氏は、その翌年も館林に再遊しましたが、その時は花のつつじを見るこどが目的だった 

そうですが多々良沼がもう一度見たい•と言って、再度沼まで足eの硿したそうです〇その時「新雪 

にかがやいて名山が四方をめぐらしたなかに沼がところどころ光って山容水色、野越はなはだに美 

しい」といってその美しさをほめたたえたと言われています。僕はそんな佐藤春夫氏の詩やことば 

を調べているうちに、自分の身近にこのょうにすばらしい自然があることをほこりに思わずにはい 

られませんでした。しかし自然の宝庫だった多々良沼も1〇年ぐらい前から記念物だったタヌ 

キモ、ムジナモなどが全滅に等しい状態に泠り、今ではタテ ヤシザサ、タタラカンガレイぐらい 

しかなくなってしまったそうです〇これらの原因は、農薬の流入や沼の干拓にょる水位の変化、心 

ない人々の乱穫などにあるそうです。また5年ぐらい前からは水が濁りだし、沼の周囲も空カンや 

ごみくずで汚されてしまい、まことに残念な状態になってきています〇

このように、郷土のほこりである多々良沼の自然がだんだん汚され、破壊されていくということ 

は非常に残念でたまりません〇これ以上、自然を汚すまい、こわすまいは当然のことであり、昔の 

自然にもどそうとする努力が必要なのです〇僕達の祖先と共に存在してきた多々良沼、天然記念物 

の宝庫である多々良沼をもっともっと大切にしょうではありませんか。郷土の自然を未来に持ちこ 

すのは、僕達の大きな貴任であると思います〇



(優秀作品)

館林布の文化財「館林城跡」について

中3年　新井 健

僕哆、麟林布の客化財の中で、.城跡の,こと.を書こう.と思います。そAは> ;修学旅行、.その他の見 

学で、缚宁召Wを馬宇した障に、.いつも.學激.'?せ:られたからです〇.弋れで城に心をひかれるように 

なったのです〇 

さて、館林城跡といっても.、現在残っている:Qは、土塁のほかは三の丸土橋門と八つの石碑ぐら 

いだと思います〇この城が、完全に球っていれば、この文化財を愛護する気持ちもでてくるのだと

思います〇
 . . . :.

城のことについて少し述べてみたいと思います〇城は天文元年(15 5 2 )豪族赤井照光によっ 

て築城夸れたと伝えられ、築城には狐に教えられたという伝説があり、このため尾曳城ともよばれ 

ています〇家康の関東入封後は檷原康政が十万石に封ぜられて入城.城郭、城下町.は、この時大い 

に整備された〇その後、徳川綱吉2 5万石に封ぜられ名城ととなえられた城も一時廃城、のち松平 

清武によって再築された。しかし、明治7年(18 7 4 ) 5、月、こQ辨は大火にあ:って焼失、再び 

その威容を見ることができなくなったそうです〇現在残っている三の丸土橋門は、復原したものだ 

そうです。

土橋門をよく観察してみると、復原ではなく、もともとここにあったような気がします。また城: 

の形や様子念どが頭の中に浮かんできます。

また、8つ戶石碑を調べてみると、漢字汐锋いのに気づきます〇それは、韓林藩主秋元志朝頌徳 

碑•城沼懇田碑•高橋済翁の碑•岡谷槎介の碑•田中有文の碑.東寧大屋氏の碑•惺斎田中先生の 

碑,桜樹記念碑などすばらしい石碑ばかりです〇

これは、昔の人達戶歩みを物語っているものです9.僕達は、それにより.、昔の人々の考え方や、 

その当時の文化のあり方ちじみと知ることができるし、また、僕達が、どうあるグきかなど 

も考えさせられます〇

このんうに、館林のほこりてある脚犀牢を皆さんに知ってもらいvそして、守っていかなけ 

ればならないと思います。

僕達ひとり匕財のよさを知り大切にしていくことを願っています〇
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文化財めぐりの開催にっいて 

市教育委員会では、市民の皆さまに文化財に对するご理解と文化財愛護思想を高めていた 

だくために、市内の文化財めぐりを下記にょり開催いたします。

記

1.期 日 12月10日(金)午前9時〜午後3時5 0分

2,乗 物 市マイクロバス

5. 参加費 無料(昼食は各自ご持参ください)

4.集合場所‘市役所広場 (午前9時集合)

5,定 員 21人(定員にな.り_先着順で締め切ります)

6. 講 師 市文化財調査委員 贄田太二郎先生

7. 参加申し込みは

(1) 住所、氏名、年令、職業、電話(有線)番号を記入して、館林市大手町9-1?館林 

市教育委員会社会教育課(電話5-5 413番、有線 2 2 9 2番)さてに申し込みく 

ださい。

(2) 番話(有線)申し込みでも結構です〇

(市教育委員会)

狩事故防止にっいて

いょいょ狩撖シーズンがやって来ました。今年も11月15日から解禁となりましたが、 

狩禅.はちょっとした不注意から大きな事故になりますので、次のことに十分注意してくださ 

い。

〇 公道では銃をむきだしにしないて銃袋に入れる。

〇 禁止場所をたしかめましょう。今牟から多々良沼の防風林と近藤沼苗木地区が銃橄禁止 

地区となりました。

〇 農耕地や幼齢造林地に踏みこんで、所有者に被害をあたえないょうに注意しましょう。 

〇 電話線に向っての発砲はやめましょう。

〇 公道人家周辺での狩揪は絶对やめましょう。.



〇 銃とたまは確実に保管して盗難紛失事故のないよう注意しましよう。

〇 危険なハンターを見かけたとき、すぐ１１０番に通報してください。

(館林警察署)

河川敷におけるエ作物の取り扱いについて

河川敷に無断でビニールハウスなど工作物を設置したり、築造したりしますと、河川の適 

正な营理に支障を及ぼすため禁止されています。河川法の主旨を十分理解されて、河川敷に 

工作物％設置したり、築造したりしないようご協力を於願いします。

(•館林土木事務所)

館 林 市 民 憲 章

1.わたしたちは、いっも健康で、明るい家庭をっくりましょう。

1.わたしたちは、いっも元気で働き、力をあわせて豊かなまちをっくりましょう。

1.わたしたちは、いっもきまりを守り、5るわしい社会をっくりましょう。

1.わたしたちは、いっも人をうやまい、子どもやとしょりのためにつくしましょう。

1.わたしたちは、いっも郷土を愛し、文化を高めましょう。

館林市指定文化財散歩実施要項

1. 趣 旨

今日©知質中心生活の反省がら精神生活の向上が強く叫ばれてきました。

これは、こころ豊かな生活を求める気持ちが強まって来たあらわれでありましょう。

この気持ちは、ふるさとをみっめ直し、ふるさとの良さを再発見し、ふるさとを大切にする 

愛郷心にらなが•名気持ちでもありましょう。

この意味から、このたび市教育委員会では毎月1回、市民のみなさんとご一緒に市内の文化 

財をめぐり、祖先の生活の知恵や足跡を尋ね、文化財を愛護し大切にする気持ちを高めていた 

だぐ機会を提供たします。

ぜひ、ご参加くださるょうお願いいたします。

2. 実施主体者

館林市教育委員会

施の方法

毎月1回(午前9時ょり)

市マイクロバズを利用

4.定 員 

毎月2 3名(先着順定員になり次第グ切ります〇)



5.集合場所 

市役所広場

6,講 蒒

市文化財調査委員及び文化財関係躡員

7. 資 料 

指定文化財リーフレットを差し上げます。

8. 順 路

AM9 : 〇〇 „ 車中説明
市役所一^茂林寺迦±拜;普済寺*^55 

茂林寺沼 県立つじケ岡 (銅鐘)
野鳥の森) (公 園)

生祠秋元官

戶ぷ’戸Sf園羹1卜田山花袋旧居雲;は卜

殿の墓 Q佐貫氏の墓)

昼食•休憩

 図書館 ms)—大道寺霆ぼ品ーーぅ善道寺霞15ぽ 

(城跡) (生田萬父祖/ . 卩榊原康政 > 発1.之2

生田萬の書跡 .、の: 墓ノ (の 墓)

一ぅ応声寺霆1:〇$ —愛宕神社蠢忠一> 五宝寺>

(城鐘) (青石地蔵)発 (不動まん、発2.20

板 碑 、だら板碑ノ

.雲龍寺蠢ポー>龍興寺£:：〇〇->松沼町

(田中正造A 北条氏、六谷休泊、
の 墓ノ I虎卯制礼) Qの 墓)

 

 成島(老人ホーム内)---------市役所 PM5 : 5〇

9.経 費 無料(昼食は各§でご用意下さい。)

10.知申込み 毎月15日までに市教委へ電話で知申込み下さい。

((3) . 5 4 1 5 ) .  



昭和5 〇年度「文化財愛護モデル地区」活動

吾妻町

I.文化財学習活動

(1)文化財学習講座等の実施事業

事　業 名　称_______ 内 _________ 容 成 _________果 

文化財講座 「吾妻町の文化財」 モデル地区指定にともない、理

町の史跡 解と尊重の愛護精神を深めても

県文化財保護審議会委員 ら知うと4回にわたる文化財学

  萩原 進 先生 習講座を実施した。特に身近な

「くらしの歴史」 町の歴史等について講義を進め

吾妻の民俗 てきたので、文化財の理解と保

県文化財保護審議会委員 護活動の啓蒙に資した。

:..: 都‘丸十九一先生 出席者

「吾妻の城」 第1回 5 4名 

町の城を中心に歴史を 第2回 4◦名

 城郭研究家 第5回 5 9名
 山崎 一先生 第4回 4 6名

「吾妻町の文化財J

 ン 町の文化財をスライドで 

吾妻町文化財専門委員

脇屋真一先生

丸山不二夫先生

指導者講習会等の実施事業 _______________________________________________________

____  名 _____称___________内__ 容____________一 成 ____________ __果

文化財指導者研修会 専門委員の県外研修視察 東京、埼玉方面へ県外研修視察をし

て、一層の知識を広め、理解を深め

て文化財愛護の先達となり、保護活 

動につとめた。



(3)学校に釦ける文化財学習(副読本、クラブ活動、部活動、学校行事等)

(イ)副読本 

名 称.内 容 成 果

わたしたちの吾妻町 小学校3年生副読本 文化財に対する知識を得るtとも

として使用 に理解をもたせて歴

 史を知り、,文化財愛.護保存につと

____________________ ____________________________________________________________

 (ロ)クラフ‘活動、部活動----- ..................................... ........ ..

__ 名___________ 称_________内___ 容___________ 成______________果 
 

太田小学校郷土クラず_太田地区©石仏調査、.•太田地区©道祖神を調査し写真入 

で小冊子にまとめる。

文化餘©理解と保護活動に役立つ 

た。

岩島中学校史学研究部 郷土史9研究調査 学校教育に尨ける文化財学習.

坂上中学校郷土研究部1.上記に同じ U の導入につとめた

㈧学校行事 

名 称 内 容 成 .... 果ン

............. .......

(二)その他の学校教育活動 ________________

学校名 丨教科等______ 内 容_________  成 果

太 田 小学校 民俗資料室 一*教室に農具、光熱用具、家 1地元の人達の好意によ 
具等、民俗文化財を展示保存一 Iり生産、生業、衣食住 

岩島第二小学校 上記に同じ 上記に同じに用いられた民俗文化

(特に、この地区特色のぁる r財を学校に集め展示し、

__________________ __麻農具展示保存した。) 一般、児童等に公開し 
坂 上 小学校 上記に同じ 上記に同じ j文化財学習と保存にも

ノ役たてた〇

(
4)その他の学習活動 __ ___________________________________

名 称 ____.内__________ 容____________成__________ 果

寿 大 学 講義「町の歴史について」.成人教育の一環と.して、高令者教室

史跡めぐり 「寿大学Jを開設し、町の文化財の

理解と保護活動の啓蒙に資した。



名 称__________内 容 成 果

婦人指導者研修会 まちの歴史について 理解と愛護の精神を一層深めた。

家庭教育学級 文化獻めぐり 町の文化財を理解させるため、現

.史跡をたずねて 地に.於ける学簪を文化財：めぐりで

実施し、理解と愛護活動の啓蒙に 

資した。

2_各種団体による実践活動 

団体の名称__ 内 容 成 果

大官巖鼓神社太々神楽保存会

矢倉鳥頭神社_____ "

三島鳥頭祌社熊野社_ " _

菅原神社 " 祭典の際に太々神楽を 青年層に太々神楽を踊る人達が出て

榛名神社 ". 奉納： きた。(後継者の育成に役だった)

諏訪神社_______  〃  太々神楽を踊る後継者

松谷神社________ ガ の育成

吉岡神社________ "

川戸神社_________ 匕___________________________________________________________________________________________________________________________

八幡宮獅子舞 保存会 祭典に獅子舞を奉納 獅子舞の保存と後継者の育成にっと

四戸の獅子舞—"_ めた。

道泉谷戸の 

萩 生 "

松谷神 tt 

尾-------- T-ーー 前記に同じ いくゼ前記に同じ

吉i;.風 种 社 雅楽保存会 祭典に雅楽を奉納’ 後継者の育成4っとめている。_

人形芝居 有 楽 座 一人使いの人形芝居 上誌祀同じ

吾妻町伟育協会史跡めぐり(歩行大会)理解と愛護の精祷にっとめた。

吾妻町連合青年団郷土芸能発表 太々神楽、..人形芝居の発表を通じ

文化財愛護とともに後継者の育成に

もっとめた。



3.文化財愛護団体等の育成事業

団体の 名称 _____事業内容 補助余額等

吾妻町文化財 保存会 町内の文化財調査 ____ __ 

獅子舞_保存 会 祭典の獅子舞と後継者育成 7, 0 0 0円x 6団体

太戶 神楽   祭典の太々神楽と _________ 7, 0 0 ◦円.x 9団体

雅 楽  祭典の雅楽と  7,。 0 0円x1団体

人形芝居 有楽 座 人形芝居公演、後継者育成7, 〇 〇 0円

吾妻町文化を育てる会1舞伎公演

4.管内の住民一般に対する広報活動等

名_ _2__て称ぐ ______ 内 ___ 容 __ 成 果

広報「あが,っま」J 町広報に国、県、町指定 町広報.を活用して、文化財にっいての

____________文化財を掲載する〇_______理解と啓蒙にあたった〇 ______________

吾妻町の文化財 国、県、町指定文化財 文化財にっいての理解と愛護の精神を

一‘層深め、国、県、町指定文化財の再

_ ___________ . _______________ _____ 確認がなされた。

吾妻町の道祖神 町の道祖神一双体道祖神- 石仏の保存、保護に役だった。

一双体道祖神一 小冊子発行

姉山石組みかま 県指定史跡「姉山石組み.説明板の設置により保護普及にっとめ

_ど設明板の設置__かまど」説明板設置 た。

文化財シンボルマ 文化財シンボルマーク入 文化財愛護にっとめた。

ーークバッチ_____ りバッチ

文化財愛護用ステ 文化財シンボルマーク入 上記に同じ

—ッカー _______ りステッカー

文化財講座用テギ.講座テキヌト(町の文化 理解と愛護の精神を一層深めた。

ヱト 財説明入り)

文化財講座用チラ 講座角チラシ 文化財愛護モデル事業の普及にっとめ

シ ________ た。________________________________

姉山石組みかまど 荒廃整備と再調査による..機会あるごとに配布し、再認識をして

パンフレット. ためパンフレット作成 もらい、保護と愛護の精神を深めた。



 事 業 報 告 書

1. 事 業 名文化財講座

.第7回文化財講座「吾妻町の文化財」(阿の史跡).

‘ 仏〜第2:回 // 「くらしの歴史」(吾妻の民俗)
2. 事業内容

第3回：" 「吾妻の城」(町の城を中心に歴史を)

’第4回 " 「吾妻町の文化財」(町の文イ匕財をスライドで)

以上4講座を通じて町の歴史にいて考え、文化財の理解と保護活動 

の啓蒙に資するというねらいで開講た。

5.事業成果受講者

(第1回54人、第2回4〇人、第3回5 9人、第4回46人)

第4回文化財講座「岩宿遺跡の教えるもの」という演題で岩宿遺跡か 

ら町の遺跡にっいて考えていこうと相沢先生を予定したが、病気のため 

中止した。

そのため受講生の中より最藥レめくぐ〇)講座がなく残念の声が大 

•-かった。

しかしながら急きよ町の文化財をスライドでみて勉強をしようと考え 、 

身近かな専門委員を講師に依賴した〇でだいぶ好評であった。

以上、4講座を通じて使用したテキストの中で町の文化財を説明入で 

紹介したので、受講者の理解と尊重の愛護精神を「い7そう深めた〇

昭和5 〇年度

吾妻町文化財講座

場所吾妻町農業協同組合
第1回文化財講座

11月2 2日［ 「吾妻町の文化財」 県文化財専門委員

__午後2時_____ ——町の史跡—— 萩原進　先生

第2回文化財講座 場所吾妻町山村開発セ、ター

12月13日 「くらしの歴史」 県文化財専門委員
„午後2時丨 ——妻の民俗—一 都丸十九一先生

第3回文化財講座 場所吾妻町山村開発センター

1月24日| 「吾妻の城」 1 城郭研究家 

午後2時 —— 町の城を中心に歴史を一 山 崎 一 先生



第4回文化財講座 場所吾妻町山村開発センター

r2月21日P r岩宿遺跡の教えるも©」 「赤城人類文化研究所長

j 午後2時 一岩宿遺跡から町の遺跡について考える- 相沢 忠洋 先生

(吾妻町教育委員会)

g 2回文化財講座 「くらしの歴史 ——吾妻の民俗—— J

講師都丸十九一先呈

第5回文化財講座 「吾妻の城 —— 町©城を中心に磨史を—— J

講師山崎一 先生

8 4回文化財講座 「吾妻町©文化財 —— 时め文化射をスライドで 一J

講師脇屋真 

先生
丸山不二夫

第2回　文　化　財 講 座

開催©釦しらせ

こ©ことについて、下記く0とおり開催します©でお知らせいたします。

記

1H 時 12月13日(土) 午後2時より

2. 場 所 吾妻町山村開発センター(大会議室)

3. 講 演 「くらし©歴史」——吾妻く©民俗——

講師 都丸十九一 先生

昭和5 0年12月2日

吾妻町公良館

く館臺惆tt 唯雄

4 

各位



第3回　文 化 財 講 座  

開催　おしらせ

このことについて、下記のと於り開催しますので於知らせいたします。

1. 日 時 1月24日(土) 午後2時より

2. 場 所 吾妻町山村開発センター(大会議室)

3. 講 演 「吾妻の城」

——町の城を中心に歴史を---一

講師 山 崎 一先生

昭和51年1月17 H

吾妻町公民館 

館長 岡 田 唯 雄

各 位

第4回 文化財講座開催のお知らせ

このことについて、下記のとおり開催しますので：お知らせいたします,

記

1. 日 時 2月21日(土) 午後2時より

2. 場 所 吾妻町山村開発センター(大会議室)

3. 講 演 「吾妻町の文化財」 

--- 町の文化財をスライドで----

講師 脇屋真一先生

丸山不二夫 先生

昭和51年2月18日

吾妻町公民館長

各 位

追伸 「岩宿遺跡の教えるもの」は、相沢忠洋先生が病気のため延期いたします。



文化財講座開催について

県文化財變護モデル地区指定にともない、理解と尊重の愛護精神を深めてもらおうと、別紙の 

とおり文化財講座を開催することになりました。

ついては、ご多忙の折とは存じますがご都合つけてご来聴くださるようご案内申し上げ,ます。 

昭和5 0年11月11日

吾妻町公民館長 岡 田 唯 雄

各 位

吾公発第181号

昭和5 0年11月11日

区 長

殿

吾妻町公民館

館長 岡 田 唯 雄

文化財講座開催にともなう要項回覧について(依頼)

このたび、県文化財愛護モデル地区指定にともない理解と尊重の愛護精神を深めてもら知うと、 

文化財講座を開催することになりました。

ついては、御多忙中恐縮ですが別紙要項を区民に回覧し、多数来聴下さるようよろしくお願い 

申し上げます。



吾公発第181号

昭和5 0年11月11日

中学校長殿 

県立音妻高等学校長

吾妻町公民館

館長 岡 田 唯 雄

文化財講座開催要項配布について

依頼

このたび、県文化財愛護モデル地区指定にともない理解と尊重の愛護精神を深めてもらおう 

と、文化財講座を開催することになりました〇

ついては、別紙要項を生徒に周知方よろしくお願いいたします。



目

次

「吾妻町の文化財」 文化財愛護モデル地区事業文化財講座テキネト

1. 吾妻町の文化財分布地図

2. 吾妻町の文化財由来等 

(1) 吾妻町指定文化財  

(2) 群馬県指定文化財

(3) 国指定文化財 
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第1回文化財講座ノート
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第4回

4. (附)吾妻町太々神楽、獅子舞雅楽の祭の•日

(文責吾妻町文化財專門委員.脇屋真一氏)

" 丸：山不二夫氏)

吾妻町の文化財

町相定

1. 快 龍信女墓碑 15.吉岡神社の薬師像

2. 松谷ささらしし舞い 16.応永寺の傘松

3 ノ人形芝居遊楽座 県指定

4. 古賀良神社の石宮 U木:.簿馬頭観音立像

5. 長福寺の五輪の塔 仏飾山の右組みかまど

6. 吉岡神社の石燈籠と太鼓橋 19.刀(銘於南紀重国造之1ロ)

7. 畔宇治神社の石燈籠 国指定 

8. 岩 櫃 城 跡 2 〇.天然記念物原町の大ケヤキ

金弃廃* 1 2 * * 5 6 7 8等遺跡 21.天然記念物ノちやほ

10.•吉岡••禅社の句額 22名 勝吾妻峡

11- 大運寺の本尊 

12- 岩櫃山鷹の巣遺跡

1S.四戸の古墳群

14.蕨 手の 大 刀



2.吾妻町の文化財由来等

(1)吾妻町指定文化財

種 類 史 跡 ：指定年月日 s 4 〇 ,1〇 . 5

名____称 快龍信女墓碑

所在地 吾妻町大字川戸 .........

管理者 吾妻町大字原町小林秀彰 

由来.徴証.伝説

原町浄土宗、善導寺二世、円光上人の母が、榛名の湖水に入水し、化して蛇身と念る 

という。その墓碑に「為広雲快#S信女菩提」とし、明徳5年の年紀があるが、現在のも 

ツは、その傍にある供養塔と共に延宝8年4月、善導寺によって再興されたものである。•

種 類 重要(無形)文化財 指定年月日 S 4 7 . 5 .1

名 称 松谷ささらしし舞い

所在地 吾妻町大字松谷  

管理者： 〃 高 橋 吉

由来.徴証.伝説

起源は不明であるが古くから松谷神社の奉納獅子として行われていた。永く中断して 

いたこともあったが、寛政2年に再興されて今日に至るという。御殿獅子と称して座敷 

で舞うのを原貝Uとし、道中の舞いはない。歌の詞章がある。獅子頭も上作である,

種 類 i要(無形)文化財 __指定年月日S 4 7 , 3 .1 

名 称 人形芝居遊楽座

所在地　吾妻町大字三島

管理者 〃 小 池 秀 雄

由来.徴証.伝説

幕末の万延年間、竹本政太夫(6代目)が来村、この地に住んで遊芸を教え、当時の 

村人達に4って開演されたという。その後中断したが、明治末期に再興され、昭和1〇 

年に水害のため道具一式を流失したが、また昭和2 7年から演じられるようになった。 

曲目は壺坂霊験記等多数多いが、.人形は素人造りである。



種 類 重要文化財 1き定年月日［ S 4 7 . 5 •1 

名 称 古賀良神社の石宮  __________________________________ __

所-在地 吾妻町大字大戸 

管理者  古賀良神社 

由来に徴証.伝説

考永2年に築造•された現社殿は吾妻郡内でもその比を見ない壮大な石造建造物である0 

な扣、社斧によれば祭神は八天狗であったが、天正7年に四阿山から伊弊渚尊、伊羿珊.. 

尊を勧請したという〇

種____ 類 史 跡 定年月日〔 S 4 7 . 5 .1 ～

_名 ___ 称 _長福寺の五輪の塔 ____ . _______________ _________________________

所在地 吾妻町大字岩井 て'

W 理一者 _________ " 長福寺一茂 木 享 ____________ _

由來.徴証.伝説

碑銘並びに伝説によれば、吾妻太郎藤原行盛の墓とされ、貞和5年5月2 5日に里見 

某と戦って敗死したという。もとは人家に近いところにあったが元祿年間に現在地に移 

転された〇

種 類 重要文化財 指定年月日 S 4 7 . 5 .1

名 .称 吉岡神社の石燈籠と太鼓橋____________________________________________

所在地_吾妻町大字本宿_____________________________________________________

管_理者_______ "_________吉 岡 神 社 - ________________

由来.徴証.伝説 二

石燈籠は天保4年5月竣工。石工は信州伊奈郡の池上仙蔵(ほか)。太鼓橋は慶応2  

年竣工、石工は前橋の宮下政八(ほか)である〇 

両者共に造形美にすぐれ、美術的価値が高い〇



種 類  重要文化財二__________ 指定年月日 S47G3.1

名 称 畔宇治神社の石燈籠 

_所在地_吾妻町大字大戸   

管理者  _______________畔宇治神社 小林 陽 一 

由来.徴証.伝説

文政9年、加部安左衛門兼重の.寄進にかかる。石エは信州伊奈郡手塚曾助ほか数名。 

すdる安定感は富み、優美な名作であるが、一基においては破損が大きいのは残念で 

ある〇

種 類 史 跡 「指定年月日 S 4 7 . 3 .1

名 称 岩 櫃 城 跡

所在地_吾妻町大字原町__________

管理_者 島 村 勘次郎

由来.徴証.伝説

吾妻郡内に釦ける最も代表的な中世の城址。戦国時代に斉藤氏数代の居城であったが 

後、真田氏の手比落ち、海野幸光、矢沢頼纏、.以下幾人かの城代が,駐卒レたが、慶長2〇 

年、一国一城令の発布Kiって廃城となった志のであろう。

種 類 史  跡 ___ ______________  指定年月日. S 4 7 .5.1
名 称 金井廃寺遺跡 _________________________________________

所 在地 吾妻町大字金井__________________ ___ 

管理者  金 井 区 長

由来.徴証.伝説

8世紀のはじめ(？)ご令の大きな寺跡〇古瓦等の出土品もかなり散逸している。礎 

石2 6個も原位置を示すものはないといも.文献、伝説は共に無いが、その創建に当っ 

ては上毛野坂本朝臣(政事要略卷8 2に記賽あり)の一族が関与しているであろうとい 

う説がある。 



種 類.重要文化財 指定年月日i S 4 7 . 3 .1

名 称 吉岡神社の句額_________ ___________________________________

所在地 吾妻町大字本宿___________________________

管理者 " 吉 岡 神 社

由来.徴証.伝説

江戸時代奉納句額五面 

1.文化15年 2.文化15年 3.文政4年 4.天保14年

3.弘化3牟

なお文政4年(願主、葦竹)の句額には村内はもとより一茶、白雄士朗などの舍国的俳 

人が句額に関係している。

種 類一重要文化財 指定年月日氏4 7.3.1

名 称 大運寺の本尊 

所在地一吾妻町大字大戸

管理者  大運寺住職、武井 敏 雄

由来.徴証•伝説 

恵心僧都御作と伝説のある、一雜手半の金銅仏。鎌倉時代の特徴を示す、鋭い線が何 

ともいえず美しい。阿弥陀仏とされているが、宝冠を被っているの.锌象わめてめずらし 

い 

種 類I 史_ 跡_________________指定年月日_S 4 7 . 3 .1

名 称| 岩櫃山鷹の巣遺跡 ________________________ _________ 

所在地 吾妻町大字原町 

管理者__________ 二

由釆*徴証.伝説 

J招和3年に瓦形土器2個が出土し、昭和14年、明治大学杉原荘介氏により_多乳.了 

て更に16個を加えた。弥生式文化中期前半の共同墓地と見られる。この地方の墓. 

示す貴重な遺跡である〇 



種 類　史　 跡 二指定年為.日'].S 4 7 ..3.1.

名 称_四戸の_古墳群_______ ________

所在_地　吾妻町大字三島

管理者 高橋英男 

由来.徴証.伝説  

この他の古墳としては2 〇基以上力墩えられたが、正確な数は不明〇昭和3 9年。42 

年にそのうち4基について群馬大学の手で調査された〇その4基については尾崎喜左雄 

氏は使用尺度高麗尺の点から6世紀の末期から7世紀前半にかけての築造であろう•とし

ている 

種 類 重要文化財. 指定年月日］S 4 7 . 3 .1

―蕨手の大刀～～

て所在地|町大字原町  

管埋者 5宮巖鼓神社萍宮高山弥兵衛一

由来　徴証.伝説

蕨手とは刀剣形式の一つで、刀身と共鉄の柄の先端が蕨に似ている。奈良時代から平 

安朝初期に用い站Aもの〇如く 筈墳岑隹居址からの出土例もあるが、ここに指童す 

る呢出土品ではなく、正蒼險の遺品などと同様に伝世品である点、特に貴重である。

種 類重要文化財 人 指定年月.日］s 4.3 

名 　称　吉岡神社の薬師像

所 在地 吾妻町大字本宿 

管　理　者.... .. "..........吉....岡神...社..............

由京臟.伝説 

往古神仏混合の時代が泰り、木像の薬働家ゼ安置している。 

ぢ嘉永4'年本宿村加辺半左衛門、二加辺半四郎顧主の「瑠璃殿」の額があ名。



種 類_天然記念物_______________ 指定牟月日 S 4 7.
名 棘 応永寺の傘松

所在地_吾妻町大字岩下 _______________________________________

管理者1 " 応永寺 住職 古川誠美.•

由奔.徴証*伝説

寺伝によれば応永寺6世聚易が元和4年に植え、7世聚建が之を傘状に仕立てたとい 

う。傘松は宗祖道元の開いた寺の名(傘松峯大仏寺、‘後に吉祥山永平寺と改めた.)に因 

樹種は5葉松。

(2)群馬県指定文化財 ウし/ £ :.

:種 ：：•類'[.史 .跡• |指定年月日「 S 5 3 . 3. . .2 2.

名 称 姉山の石組みかまど — :

所在地 吾妻町大字岩下(地主岩下 片貝亀祿

管理者 .吾妻町

由来.徴証.伝説 • ''

昭和3 2牟、リンゴQ木を植える.ために穴を掘った際に発見。石を組んで焚口から戸 

外まで煙を誘導する.ように作り、すきまは粘土で塞いだもののようで•ある。土師式土器 

が出土している。その後風化がはげしいので昭和4 9年に土中に埋蔵した。その際の再 

調査により、住居址の一部も発見された。

種 類 重要文化財 指定年月日 S 5 7 ； 2 . 21

名 称____刀銘於南紀重国造之____  ______ _ 

所-在地_吾妻町大字小泉 ______ 

管理者 〃 植术正心 ハ

由来.徴証..伝訴

重国の銘は数代あるが、初代は慶長元和頃の人で新刀中の名工と称せられる。もと大 

和の産で、手搔包永の流を汲む。元和5年紀州徳川家の抱鍛治となって和歌山K定住し 

た。特に相州物の古刀を模しては新刀鍛治中随一*といわれている。



種 類.重要文化財 ア～定年月日"[S50.9.5 .. 

名 称 木造馬頭観音立像  __ ______________________

所在地 吾妻町大字矢倉 

一管_理者 渡______________________________軍 平

由来.徴証.伝説

等身三面六譬忿怒相の木像。材はヒノキか〇寄木造りで、製作年代は鎌倉時代とされ 

ている〇大永7年に中之条海蔵寺で観音堂の開眼供養が行われた記録がある。その後、 

現在の地に移され、海野長門守、富沢但馬守、渡右馬助らの有力者のの尊崇を受けてき 

た。

⑶屆指定文化財

種 類 天然記念物________________指定牟月日 S 8 . 4 .15

_名_ 称 原町の大ケヤキ

所在_地 吾妻町大字原町 ■. ’

管理者 吾妻町 _

由来.徴証.伝説 . '

古来ツキノキと称せられ、原町の象徴とされた名木。元和年間、真田家の臣、出浦対: 

馬守幸久がこの地方に町を引移した際、この木蚤艮(鬼門)〇方角に宛てて鬼門除けに： 

利用して町割を設計したという〇

種 類 _天然記念物_______________指定年月日 S16 . 8 .1

一名 .称. ち ゃ _ぼ _

卫在地 吾妻町大字矢倉(矢倉 渡 秀 雄).

管理者 吾妻町 

由来.徴証.伝説 
...................................................................................................................................................................................

チャボの名で呼ばれる雞はその品種が多いが、ここに指定するものは羽色黒色d小軍 

雞(ヲシャモ。一名南京チャボ)である〇体形はシャモをそのまま縮少した感がある。 

闘争を好む。近親繁殖を繰り返す為、増殖はむ十かしく、衰滅の一途をたどってぃる。



種 類 名 勝_____________________ 指定年月日 s10 .12 .14

一名____ 称 吾 妻 峡

所在地 吾妻町大字松谷 _____________________________

管理者 農林省、群馬県

由来•徴証.伝説

吾妻川の両岸は石英粗面岩、安山岩、集魂岩等から成り、これを河水が深く侵食して 

絶景となっている。志賀重昂は絶讃して耶馬溪以上だと言ったという。若山牧水の「み

なかみ紀行」にも絶讃の文が連ねられ,また幾つかの作歌も残している〇

4.吾妻町太々神楽、獅子舞雅楽の祭の日 

(1)太々神楽の祭の日

部:落し神社名 祭 の 日 

上 の 宮 4月2 4日、」〇月 9 a

大 宮 5月_ 5日、一 9月_9日

榛 名 4月2 0日、11月_ 9日

矢倉鳥頭 4月1_9日、11月 9日. ____

三島 " 4月2 5日、11月 5 B

菅 原 2月2 5日、_5月_ 3日、11月25日

松_____谷 1月1J4日、_3月15日、11月2 5日

吉 岡 4月 8日、11月 8 B . . 

須 賀4 月 2 7 0、11•丹 2 7 0；

(2)獅子舞の祭の日

泉 沢I 4 月150、 9 月150 ぃ.

四 戸11月5日 ち

松 谷 1月14 0、 3月15 0、11月2 3 0

萩 生 4 月1 _5 1 J1月 2 4 0 _ _________

道-泉谷戸1月14日_

須_賀_尾’1月14 0 _____

畔 宇 治

(5)雅楽の祭の日

吉 岡］4月 8 B.11月 8 B



荒廃整備と再調査による新知見

県指定史跡 

姉山石組みか-まど

(管理者吾.妻町)

所 在：吾妻郡吾妻灯岩下字姉山1.5番地

地 主、同 所 片貝亀祿.氏 

昭和3 3年3月2 2日 県指定史跡 

1.遺跡の立地と環境

本遺跡醐鉄吾妻線岩島,駅北方5 0 0 メ-トルの吾妻川左岸段丘上に位置する古墳時代末期 

の堅穴住居跡に付随する石組みかまどである。特にその長大さと精巧ざにより県指定史跡とレ 

て著名である〇

遺跡は吾妻川が形成する三段の.段丘最上段に位置し、背後はす'く、、傾斜変換線で山容を峻しく 

しながら吾糯山(1.181m )に連なる南面台地上にある。:前面は中段段丘上まで部落が展開 

し、最下段は狭小な水田が開けている。そのため、本遺跡からの景観はすこぶるよく、:標高は 

5 4 〇 メートルを算し駅のある段丘面との比高は7〇 メ ートノレ、で:ある。

吾妻川左岸は古くから開けていたとみられ；:特に東南3キロ.：メ广トルほどの温川との合流点 

を中心に縄文、古墳を主とする遗跡がみられ、山地の岩陰には弥生遺跡も認められている。そ 

れらの内 主なものを表示すると左表iの:如,ぐであ!‘る。

I跡叫所在P重叫時期［跡備一—～～

机古墳章着古墳6世紀東南東 堅穴式系箱式棺状内部主体¥もつ円墳
下大子机中 700m

------------------------------------ ----------   --------- に 

五奎町二---------------------------- 上毛古—驚には2 4基ある群集墳、昭

四尸古墳群g字四声__古墳中 南東3 Km. 3 9群大史学研究窒調査横穴式石室、刀、 

__________________に1:“ ：鏃、玉類等出土 
郷原遗跡g町］縄文後rsiiハート型土偶

—. 郷思____________ . 4. 2 Km 国指定重要文化財

鷹の巣遺跡5*^ 弥生中斯|脯東 洞窟内の再葬墓とみられる。人骨と共F
________ _ . 3Km； __18個の土器が出土した。
善導；^寿町弥生後期東施～～～

  3 個出土



2.整備のため.の再調査と新知見

日g和.3 2年、地主が界樹穹植える牟.めに颯っ丘穴の摩$石組みと多量の焼土を発見したこ 

.と.が端鐄となり山崎義雄與(族人)(県文/匕辟専門委員)が発掘調査.し、検出された石組み 

かまどは3S年県指定史跡となり、覆屋がかけられて保存され.てきた。しかし、十数年の歳 

月が経過し、土砂の流入と風化によ:り遺懷は舍く旧状を止めないまでに荒廃してしまった。 

特に石組みの煙道部蓋石はほとんどなくなって、とのままでは遺構の壤滅も憂慮ざれるに至 

った〇そこで吾妻町教育委員会と県教育委員会の協議により、一1、遺構を整備し,記録し、 

埋めもどして保存することも心むなしとの結論に達し、昭和4 9年11月、その作寒が実施 

された〇その結果得られた知見を山崎氏の調査と合せて整理したものが以下述べるもので、 

新知見も含めて記すものであ^)。 ....

(1)遗 構

前回の調査で確認されたのは、石組みかまどのみで［"地表から底部迄殆んど変化のない 

黒色土(パサパサした感じのもの)で拳の限界は全く不明j( r姉山石組みかまど調査報 

告」)であった。かまどは全長1.5 6 メートル、竈底の勾配は約2 2度、煙道先端部に12 

センチ四方の方形煙出孔を有していたという。また2石めの石の内側に2 〇センチほどの 

高さの支柱状の石を立てていた〇かまどに使用された石材は安山岩の平;gと角礫で間隙に 

粘土を間詰めしていたという。：ヽ

今回の整備による再調査では住居床面が明瞭に把握でき、壁と石組みかまどの関係も判 

然とした〇即ち、住居の主軸は北一 6度一東でロームブロックと焼土、炭化物を今んだ床 

面はあまり堅くはないが踏み固められて整い、かまど右側5 〇センチのところに長径3 8 

センチ、短径2 6センチの方形の掘型をもち、深さ4 5センチの貯蔵穴、その南5 5セン 

チほどの位置に径3 〇センチ、深さ4 〇センチの柱穴が発見された。また囲いの西端にか 

かって後窄のピットが発見された。_の立ち上がりは前回かなり表面を削ったとみられる 

が現状で2 〇セン'チ内外であった。

かまどは左右対称に石の大きさを合わせ、両側に各7石を配し、先端の石は上部は割れ 

落ちていたが立っていた。前回調査の煙出し孔に対する配慮であろう。石は大で径5 6セ 

ンチ、小で21センチと区々であるが、焚口部の2石が小さい。2石めの側石の内側に2 

石が柱状に立ち前回支柱とみられた石であることが明らかとなった。

この構造からみると、焚口 2石めまでは天井石を被せなかったとみられ、第3石めの部 

分に飲炊用土器をかけ、その先四石めからが煙道であったものとみられる。前回調査の際 

既に天井石が抜かれていたとされたが、むしろ、当初から欠いていたとみるべきであろう。 

支柱石とされたものについても固定され方が弱く、支柱とみるよりは炎をかまど内にまん 

べんなく拡散するための分焰往的な機能を有したものとみる方がよいのではないだろうか。 

かまど底面の傾斜も第4石めから急勾配で上ること底面の焼け方も1石めの部分が特に強



く焼けていることからも裏付けられよう。

遺物は土師器杯が貯蔵穴中がら、他にかまど左脇に土師片、須恵片がわずかに認められ 

たにすぎなかった。まだ、前固の調査ではかまど周辺のみに注意がはらわれたものとみら 

れ、隹居内かまど前面は石の配列に沿って15センチ程掘りとまれていた。部分的に掘っ 

たために床面を見失ったためであろう。 

部分名.規 摸 (m) 勾 ..配

__全____長 ,______ .1.7 5___ __ 平均18度 ____________

 口部幅. / 0.^5 .18¢

長 0. 7 5
燃焼部—------------------- -----分焰柱奥.

幅 0.4 2

長 1〇 〇 煙道部前方2 4¢
煙道部----------------------------

幅 0. 2 7〜0. 2 0 同 後方1〇

(2)遗物

•長ロ縁部(図1J

.夕推定口径21ネンチ、.,長胴の群体部に不明瞭令稜を.もって外反する口縁部をもつ。体部 

はへラ削りで擎えv 口縁部は水びきされる。胎土に砂を含むが焼成は良好である。黒褐色 

.瓶(図2) 

口径16 7センチ、長胴の器体部下半部を欠くが、下端のすぼまり傾向からみて瓶と推 

•定される〇 口縁部は体部から短かく外反する。体部は輪積み痕が内外面とも明瞭であるが 

表面は手持ち不定方向へラ削りで整えている。また、器体部下端と前記長甕は内径がほぼ 

合致し、セットになる炊飯具とみられる。赤褐色



•壺型土器(図5 )

口径.12センチ、長胴化傾向をみせる球形器体部にわずかに外反する短かく立つ口縁 

部を付す。頸部のくびれも弱いが胎土は夾雑物を含まず良好、焼成は甘く黄褐色を呈す。 

つくりは全体に雑である〇  

.杯(図5 )

推定口径11.5センチ、器高4.1センチ、浅い体部から稜をわずかに残して外反する 

口縁部をもつ。胎土は夾雑物を含まず良好であるが、焼成はやや甘い。赤褐色を呈し、 

つくりは良好である。

•瓴破片(図4)

破片で推定したもので扁円の器体部に短かく外反する口縁をもつ。11.6センチの推 

定口径で頸部のしまりもつよくない。器表はかなり荒れている。褐色

•須恵器片(写真6 )

青海波文を内面にもつ大甕で表面には平行叩目文が付く 〇灰色を呈し、焼成は堅緻で 

大靈であろう。他に白色の須恵小片もある。(未完)

注①昭和5 9、4 〇年度にお吠る発掘調査、群大、-尾崎研究室調査報告第三輯

② 注①に同じ

③ 「先史遗跡考」山崎義男著、(みやま文庫)

④ 考古学集刊十卷十号、杉原荘介

⑤ 姉山石組みかまど調査報告 山崎義男

⑥ 杯の形稜線の退化、長かめの薄手化と口縁部の水平化、器面のヘラ削り技法などか 

らみて南関東編年に鈔ける鬼高期末期のものとしてとらえられる。

3 まとめ

遺構と遺物についてみてきたが、この所見からすると姉山石組みかまどの時期は古墳時 

代末期のものとすることができる。即ち、四戸古墳群の時期に継続する時期のものとして 

7世紀末に比定することが妥当と考えられる。

この種の遗構は近年その例を増加しつつあるが、吾妻郡中之条町宝満寺遺跡、吾妻町川 

戸遗跡、草津町井堀遺跡、六合村熊倉遗跡等を挙げうるが、その分布は吾妻郡に農く、県 

下全体の分布からみると利根川右岸に集中する。更に5 〇年6月には本遺跡のすぐ南方向

5 〇 〇 メートルの地点で同様な遺跡を耕作中発見した。これからみるとこの周辺には间種 

の遺構が多くあるものと推定される。

今後、時期の前後関係同種遗跡の好布範囲の確認等を通して地域ひろがり、文化圏の検 

討をする必要があろう。
(文責群馬県教育委員会事務局文化財保護課井上唯雄氏)

発行者吾妻町教育委

群馬県吾妻郡吾妻町大字原町5 9 4
_____________ TEL ( 027 968) 2111(代)



(別紙 2 )

事 業 報 告 書

.1.事業一名指定文倾の細板設置

2. 事業 内 文化財保護、普及のため、その所在地に明確な説明板を設置する。

ふ 事業 成果 県指定史跡「姉山石組みかまど」の設明板設置

事_業 報 告 書

1.事 業 名 r姉山石組みかまど」パンフレット作成

2事 業 内 容 石組みかまどの荒廃整備と再調査による新知見のためルフレット作成

3. 事 業 成 果 「姉山石組みかまど」パンフレット作成配布

1. 文化財講座の受講者に配布

2. k化財用務で機会あるごとに配布

3. 見学者へバンフレットを配布

以上荒廃整備と再調査によるため再認識をしてもら知うとパンフレ 

ットを配布した。

一 そのため文化財保護と愛護の精神を広めた。

________事業報告書

t 事—業一名 文化財保護の広報活動

2. ,事 業 内容 町広報(広報あがつま)の活用

. ____一(啓蒙と愛護の精神を養う)

3. 事業 成果 「広報あがつま」を活用し、文化財についての理解と保護活動の啓蒙

につとめた。

 町、県、葡指定文化財を広報に掲載して啓蒙と愛護の精神を養った3



広報「あがつま」 昭和5 0年12月2 0日第182号

町指定史跡 

快鲍信女墓碑(川戸) 

原町浄土宗善導寺二世円光上人の舟が榛名の湖水に入水し、化して蛇身と.なったとい-う。 

その墓碑に「為広雲快龍イ言女菩提」とMし、明徳5年の年紀があるが、現在のものは、そ

の傍に.ある供養塔と共ビ延宝8年4月善導寺によって再興されたものである。

町 指 定

松谷ささらしし舞い(松谷)

起源は不明であるが古くから松谷神社の奉納獅子と称して座敷で舞うのを原則とし、道 

中の舞いはない。歌の詞章がある。獅子頭も上作である。

町 指 定

人形芝居遊楽座(三島)

幕末の万延年間、竹本政太夫(6代目)が来村、この地に住んで遊芸を教え、当時の村 

人達によって関演されたという。その後中断したが、明治末期に再興され、昭和1〇年に 

水害のため道具一式を流失したが、また昭和2 7年から演じられるようになった。曲目は 

壺坂霊験記等数多いが、人形は素人造りである。

町 指 定

蕨手の大刀.(原町) 
  . • • - -• •

蕨手とは刀剣形式の一つで、刀身と共鉄の柄の先端が蕨に似ている〇 ^A.W代から平安 

朝初期に用いられたものの如くで、古墳や住辱址からの出土例もあるが、ここにJg定する

ものは出土品ではなく、正食院の遺品などと同様に伝世品である点、特に貴重である。



(別紙2 )

_____________事業 報 告書______________ 

1. 事_業_名1_「吾妻町の文化財」パンフレット _____

2. 事業内容 町の文化財.の資料集

5.事業 成果 5 〇。51年度の、2年次計画のため資料、写真等の収集中

______________________事_業_報_告 書

1. 事 業 名 「吾妻町の道祖神」刊行

2. 事業 内容 道祖神の本発行により文化財の保護、愛護精神を養う。

3. 事業 成果 町内にある道租神124体の調査、資料収集し、そ0成果として出

版した。

(文化財の保護とともに愛護の精神を一層深めたと思う。)

事_業 報 告 書

1. 事_業 名 獅子舞'太々神楽、雅楽、人形芝居の発表

2. ま 内容 各保存会ごとに発表(各保存会へ育成補助金を支出する。)

5.事.業 成果 保存、保護、育成につとめた。

—_____事_業_報_告 く

1. 事_業_名_婦人指導者研修会

2. 事業内容 「まちの歴史」について

S.事業 成果 7 ◦名参加のもとに開催された。

「まちの歴史」について講義を聞き、理解と愛護の精神を深めた。



日召和5 〇年度

吾妻町婦人指導.:者研修会

とき 昭和51年5月2 3 0

ところ 吾妻町山村開発センター

吾妻町教育委員会

吾妻町婦人会連絡協議会 

吾齊.町選挙管理委員会

 程 表

______時 間  程

9:30〜10 : 0 0 受 付

10:。 〇〜10：20 開会式

1〇 ： 2 0〜11：2 0 講義「ものの見方、考え方」

講師角田和平先生

11:2 〇〜12 : 0 0 講義「まちの歴史」

講師脇屋真-先生

12 ： 0 〇〜1：。 0 昼 食 休けい

1:〇 〇〜 2 ： 3 0 講演「痛人と余暇」

講師磯貝三郎先生

2 ： 5 0〜 2：4〇 休けい

2 : 4 〇〜 2 ： 5 0 公職選挙法について

2 : 5 〇〜 5 ： 2 0 映面「ある主婦達の記録」

3 ： 2 0〜 3：30 閉 会 式



昭和5 〇年度吾妻町婦人指導者研修会

1. 趣 旨 急激に変動する社会に対応する婦人の役割と地域婦人会の活動の方向を発見

すると共に、町内婦人会相互の親睦を深め、婦人による地域づくりの一•助と 

する。

2. 主 催 吾妻町教育委員会

吾妻町婦人会連絡協議会

吾妻町選挙管理委員会

S.期 日 昭和51年3月.2 3日(火.)

4. 会 場 吾妻町山村開発センター大会議室

.為

5. 参力卩者 町内婦人会のリーダー釦よび活動家
:•:,

(原町 0人、：太—V5人、 岩島 2 〇人、 坂上 15人)

6. 講師於よび助言者 

講演 「婦人と余暇」 

元群馬県青少年室長磯貝三郎先生

講議 「ものの見方、考え方」

吾妻教育事務所社会教育課補佐社教主事

角田和平先生

講議 「まちの歴史」

吾妻町文化財專門委員脇屋真一先生
7

. 参加申込み.3月15日までに別紙申込み眷により単位婦人会ごとに取りまとめて教育委

.員会事務局へ申込んで下さい。



(別紙 2 ) ____ ________________ _____ ___________________________________

事 業 報 告 書

1_事 業 名 _青年団芸能発表大会

2. 事業内容 郷土芸能の発表 

3. 事業 成 果 町内にある太々神楽、人形芝唇琴©発赛、.

その中で人形芝居ダー人使い©ノ、形；CS島(p遊楽座©—•座0方々に 

手ほどきを受け発表の段階に至った。ペ

君陳©芸能考表にも参加する。

その間、青年団員約2 〇名が2ケ月にセたり、毎夜練習を重ね発素 

した:,今後もやっていきたいとわう熱意があり、文化財の保護とi 

 もに後継者の育成につとめてきた。

 事 業 報　告　書

1-事-業 _名-太田地区道祖神調査 

2. 事業 内 容 道祖神調査により、文化財の保護、愛護の精神を養う。

3. 事業成果 太田地区にある道祖神2 ?体の調査をし、その成果として一冊にま

とめた〇

これは小学校5、6年生郷土クラブが中心となり調査し、埋もれ 

た文化財を理解させるとともに保護と愛護に役だてた。

•これが発端となり太田地区の父兄が興味をもち史跡めぐりを数回 

. .. 実施してきた〇

毎日新聞 S 51.2 .16 .

「道祖神集録を作ろう」

吾妻太田小 6年生が卒業記念に

吾妻郡吾妻町立太田小(木暮仁一校長)は、高学年の特別教育活動(クラブ活動)多 

一環として郷土の古い習慣や遺物を守ろうと"郷土クラブ"を設けた。この一年間地域 

•の道祖神を回り大きさ、形などを集録、卒業生はこの道祖神集録を卒業記念作品として 

一•冊のカード集を作ることになった。

郷土クラブは、木暮校長のアイデアで昨年5月に設けられた〇金沢和枝教諭が主任と 

なりメンバーは13人。クラブ活動は平均月2.间。ク乏ブ員たちが老人などから_いて



作った道祖柙分布図を基礎に、地域をかけ回り道祖神の形、大きさ、特徴なでを記録。 

木暮校長が写真を撮影して回った。

片道6キロもある山の中まで調べるのに生徒たちは冬休み中も調査を続け、そのかい 

あってようやく地域内にある2 4個の道祖神全部の調査が終了しfe。

これらの記録にそって全貞で「吾妻町太田地区道祖柙カード集」(仮称)を作ること 

になり、6年生は卒業記念品にすることになった。同佼長は「郷土の歴史を知り、文化 

遺産を後世に伝えるいい機会#った。生徒たちにとってこのうえない卒業記念品になり 

そう」と目を細めている。

  ____ 事 業 報 告 書

t 業_名_太田幼家庭教育学級

2. 事業内容 幼児の保護者が対象

史跡をたずねて

3. 事業 成果 町外の史跡から、町の史跡について考え理解と愛護、保護について

勉強をした。

 事 業 報 告 書 

1. 事 業 名 体力づぐり歩行大会

2. 事 寒 内 容 町内の史跡を埋解さ.せるとともに体力づくりの一環の中で保護の啓 

__________________ 蒙活用をはかる。

5.,事 業成 果 町内の史跡を文化財めぐりの形で歩き、埋もれた文化財を理解させ

. るため、現地に釦ける学習を歩行大会の形で実施した。

体力づくり歩行大会.

日 時 昭和50年1〇月26日(日)

方 面 太田地区 

旧太田村 
•

発 足 明治2 2年 

•2老言 倭名類聚抄に吾_主•離(•安由、長田、伊* )

大 字　岩井、植栗、不泉、泉沢  



證展 昭和3 〇年に町村合併、太田村、原町、岩島村、坂上

見学場所 

1. 古 墳 (すわ山古墳) 昭和10年現在旧太田村 3 6基 横穴式古

墳(石室)

2. 田長観音-----植 栗

吾妻5 3番札所の第1番

芭蕪の句碑文化7年(1810)の建立"年々ゃ桜をこ 

やす 花の塵." 植栗三桜の一•つ、骨だけ残っているという

形であるが美しい花をさかせる3

3. 背局地蔵... 岩 井

徳川の中世正徳5年(1715年)田中入兵衛とその一家が

中、しになり建立。

地蔵の高さは、台が5^2寸(約17 2⑽)御尊像が8尺2寸 

(約2 71cot)さすがに背の高い地蔵さんである〇

道しるべ右江 戸
一 道

左ぜんこう

4. 金井 廃寺 址——金 井 一の宮神社の西南接壌地の畑中にある〇

礎石(そせき)、八単弁の軒丸、平 など出土 Uているbぐ

.5. —の宫神社二--金.井 社伝…抜鉢大明神の御分霊を勧請

• 算額 高橋作之(東倭の門人)(明治5年発見)

和算 吾妻に和算をひろめたのは沢渡の剣持予山と三島の

丸橋東倭(1,7 8 5年生れ)である〇

6. 長 福 寺 。岩 井 真言宗 元祿4年(1,6 9 5年)現在地に移転と

.久.
ぃぅ。 .ン

五輪の塔(§)岩櫃城丰 音秦太郎藤原行盛の墓 貞和5年(

し•1,5 4 8年)観音堂

7. 鹿 島 宮——‘植 栗 元慶2年(8 78年)の創建にして郡内屈指のき

ゅう社である。本社は春日造銅瓦葦、間口4尺5寸、奥行4尺 

7寸、#殿は茅葦權現道、間口 3尺S寸、與行2間q

際日4月15日、9月15日

8. 植栗城址--一植 栗

学校の北側、吾妻川の端、殿前という所にあった。

現在 植栗安芸守(あきのかみ)と記せる句碑がある〇



___  事　 業　報 　告　書

1. 事業名岩島第2小学校 

文化財資料室の開放.

2. 事 業 内容 文化財資料室の開放により理解と愛護の精神を養う。

3. 事 成果 解と愛護の精神を養い文化財保護につとめた。

拿　　業報 告 書

、事一業 名 寿 大 学

2.事業内容 町内の史跡めぐり(史跡、文化財の所在地での学習)

s..事業成果 町内9指定文化財等を理解させるため、現地に釦ける学習を史跡め

ぐりの形で実施。

1. 事 業

2. 事業内容　ハ町の歷史祝:わいて

3. 事業 成果 町の歷史についそ知り、文化財の理解と保護活動の啓蒙につとめた。

昭和5 0年度 

寿大学生募集

吾妻町公民館

吾妻町高齢者教室"寿大字"がはじまります。町中のみなさんと、楽しく語り合ったり、 

研穆できまナよGチャンスです〇受講备望の方は、期日でに申し込んで下さい。

参加申し込みなされた方は、1〇回〇受講なされることを原則とします。

記

対 象 畚妻町全域 才以上の方

開設場所 山村開発センター

諸設期間 昭^] 5 ◦年7月18日〜11月2 5日(1〇回)

受 講 料無　人料 

学 習　 計 画 下ゼ表ら通

但し講師などの都合により変更す恙場合もあります。

申し込み期日 6月末日
 . . .. . ..



回 月 日 学習課題峙間方_法 講師並びに助言予定者 

開 講 式 1 式 町長、議長、教育長、社会教育指
1 7月18日 導員、消費生活'センター相談員

 老人と健康 2ン講一義 岸 園子 先生 

...  •' クラフ学習
2 7月2 9日趣味と娯楽： 5 話し合い•

家庭の中の老人 1 映 画.全国婦人民生部会長
5 8月12日 ン-1'

_______ ____ 一の役割 2 -講 義近藤や衰先生

吾妻養護老人ホーム生活指導員
4 8月2 6日リクリエーシヨン 3 実 技

塚田元二先生

テレビドクター
5 9月 9日老人と食生活 5 講 義

__________________ ________________ 近藤宏二先生

21講 義吾妻町文化財専門委員

6 9月50日町の歴史
__________________ 1 話し合い丸山不二夫先生

吾妻町文化財専門委員
710月7日町内めぐり 6 史跡見学

脇屋真一先生

クラブ学習
810月21日趣味と娯楽 3

 実 習

見 学麻引き節保存会、外丸静子先生他
911月4日芸能鑑賞 6 ar

鑑 賞公民館運営審議委員長水出弘二_

高齢者のしおわせ 2 講 義 前群馬県社会教育課長
1〇11月2 5日 戸所—文太郎先生

閉 講 式 1 式 町長議最教育長社会教育指導員

キ リ.....卜.....リ....セ

昭和5 〇年度高齢者教室寿大学参加申込書

フリガナ 生年 月 日　 性 別
氏—名_________________________________字 年 月 日男 女

住 所 吾妻町大字 字 番地 ---------------------- --------------

希望するクラブ活動
希望のクラブに〇印をつけて下さい〇

盆栽 絵画 造花 その他( )



事 業 報 告 書

1事/業 名 寿 大 学

2.事業内容 郷土の芸能鑑賞

3.事業 成果 麻挽き節保存会による麻挽き節弓おどりの鑑賞

文化財の埋解と保護活動の啓蒙につとめ.た〇さらに保存会の育成 

と保存にもつとめた。 



昭和5 1,52年度

「文化財愛護モデル地区」活動 

群馬町

1.文化財学習活動

(1卜文化財学習講座等の実施事業 

事業名 内 容  成  果

町内の文化財を町民一般対象身近かな文化財を知る事把よって、文化

町民ハイキングにあるいて見学学晋するン町財に対する感心が高まり、文化財愛護の 

体協と共催で実施 •精神もでて来たのでばないかと思う。

教養講座の一部どして実やや専問的すぎた為に理解ができたかど 

..施。呵にある文化財を例に専うか。 

町民文化問的に学習した。 講義形式でなく人数をしぼって気軽るに

財 講 座講師近藤義雄 質問できる様にすればよかった。しかし

町にある文化財の素晴しさを少しでも知.

ってもらったのではないか点思う〇

婦人学級の中に文化財に関す マンネリ化した学習の中に新しいものを 

る学習を組み実施〇 取り入れられたのではないかと思う。

‘婦人学級 講義f家にある民具について」 

見学「西毛地区の文化財浴ぐ

り」  ____________

講義「古墳の存在について」 一般の学級、誘座の中で一番文化財学習 

高分者 教室 見牵「東方世良田の文化財め を組み入れやすく熱心に学習する〇

rり」

(

2)学校沁おける文化財学曾

名 称 内 容 成 果________

国 附 小 町の文化財を学校のクラブと児童の中に文化財愛護の精神がでて桌た

郷土クラブ、して研究調査する 様な気がする。  



3.文化財愛護団体等の育成事業__________________ _____________________________________

名 称. >1磨了-內介5 補助金 額 等

保渡田獅子舞保存会 年2回公開と後継者育成の為週に

 何日か練習を行う。 5万H

座を形成し、新座員を応募して後
金古神楽保存会 

継者を育成している。 •ウノ 3万円
---------------------------------------------------------------------- -------------------

欠 管内の住民一般ぬ対する広報活動_________ __

名-称* 1 2 2 2:.ン   内 _容, 成 果

バ町内の重要な文化財をパシフレッ町民ハイキング等の学習活動に

町文化財パンフレツ:.ト トとしてまとめ、それ‘を配付ナる テキストとして使用し町民に身

Sとによって文化財を町民にしっ 近な文化財を知ってもらううえ

ても海％に成果があったと思う。

 事業 報 告 書

事　業　名こ、文化財めぐり及び文化財講座 .

2-事へ業..内：、夢c.3バ町の主要文化財を講師の案内によ.づて歩いてめぐった〇

対象は一般住民. ノ.

〇町民全体を対象に前橋市立図書館長を講師にむかえ「町の文化財J

と題して講演会を実施した。

ン〇高今考释婦人対象文化財講座の中でそれぞれ3回づつ文化財講座を

5.事業の 成果 〇今まで注意してみなかった身近な文化財をあらためて見ることによ

って文化財に対する一般住民の認識と理解が深まった。

〇やや専門的な文化財の講演を聞くことによって文化財に菏する興味

 と感心する心がわいて文化財愛護の高揚につながったと思う。

 〇老人層、婦人層に文化財愛護の認_.を深める効果があった。

1. 事 業 名 文化財8腿睐画p作成 -

2. 事業 内容 町の無形文化財を8順に収録し編集して約20分の映画を作った。

収録内容 保渡田諏訪神社獅子舞

中里火渡り

金古諏訪神社神楽

金古祭太鼓



3'.事 業 成.後継者育成©むずかしい無形文化財を記録保存することによって、そ 

 ル素晴しさを一般町民に知ってもらい、保存会等©役員に後継者育成

に対する意欲をもたせることができた。又文化財記録保存©貴重な資 

料となった。

1. 事 業 名 文化財パンフレット©作成

2. 事業 内容 国指定重要文化財「上野国保渡田薬師塚古墳出土品」というパンフレ

ットを作成、町役職員を始め文化財関係者に配布した。

事業 成果 今まであったパンフレットの増刷をして関係者に配布した訳けである

が、文化財_モデル地区をバックに顧布心ただけに、今まで以上に 

こ©重要な文化財を大切にする機運が盛りあがってきた〇

国指定重要文化財

_t野,保渡田薬師塚古墳出土品,

所在地 群馬県群馬郡群馬町大字保渡田.

西光寺

指定年月日 昭和14年9月8日..

解説 群馬町©西部から箕郷町に分よぶ地域は、5世紀末から7世紀にかけてつくられ 

た大古墳群地帯である。中でも井出---- 保渡田にかけて二子塚、八幡塚、薬師塚

の三大前方後円墳はいずれも6世紀につくられたと思われる堅穴式古墳で、八幡塚、 

二子塚は、ともに昭和の初めに学術的な発掘調査もおこなわれ、すでにその報告書 

も出及れている。薬師塚古墳は16 8 3 (天和S )年に発掘され、多く 〇銅製馬具 

類を出土したが、詳細な調査報告書等は未だ公刊されていない〇明治1〇年頃編a 

された「保渡田村琴」によると

薬師塚 村ノ東方ニアリ、東西H拾八間、南北二拾間、高春丈三尺、其形雙子山 

二類似ス嶺上平坦ニシテ薬師堂アリ、傍ラニ又石棺アリ、煉石アリ、長凡九尺、 

幅三尺五寸、高五尺許リ、前時塚•ハ.村民ノ墓地タリ、天和三年村民此二埋葬セ 

ントシテ穴ヲ穿.ッ、ーノ軟石.ア.リ、：鍬ヲ以テ之ヲ鑿ッ、勿チ石枠ケテ人褰中二陥 

ル、稍クニシテ出レハ両脚悉ク朱赤二染ム、頗ル奇怪トス、一老日ク、是レ所謂 

陵墓ナリト、挺ヲ以テ•之..ヲ釋ルニ遲然響アリ、又古器数品:ヲ得タリ、中二銅像ア 

リ、村人コレヲ薬師卜称シ、石棺ノ側ラニー宇ヲ建立ス、干今其器物存セリ、柯 

人ノ墓タルヤ未詳、伝云阿保親王ノ墓ナリト、然レド名証トスルモノナシ、記シ 

 テ後考ヲ俟ツ〇 •

以上のような記録から発掘状況を知り得ることができるが、顧像については疑問で



ある〇この古墳成立年代を6世紀中®とみると、日本の仏教伝来の歴史を半世紀は 

逆らなければならない^とになり、現在も該仏像は西光寺に保存されているが飛鳥 

時代以前の作ではない〇したがって、後世この墳丘上ち戸堂など建てられたものが 

まぎれて発見されたもので、石棺内のものではなかろう〇以下出土品について記す 

と下のと於りである。 

舟型石棺

凝灰岩製 蓋部は割れて三石になっている。蓋、身ともに元来一石を各々刳抜 

いたもめで、印菴形に切組まれ、身部には6個の縄掛けがあり、古代の双手槽の 

形を思わせる。全長2. 7 m、巾1m余。

馬-具

白銅製で鍍金のあともみられ、鈴を多くつけ,例少い鋳抜き製品である〇主な 

ものは、鈴付杏葉(二種類)、鈴付轡鏡板、馬鐸十字金具で、特にS字形鈴付轡 

鏡板は、北方民族系のものという説もある〇その概略を記すと次の.とおりである: 

轡鏡板
 

二組あり、一対は27x1 6.3、2 9. 7 x16. 3鋳銅製のS字形で周縁に添っ 

て飾鍈風の珠文帯を鋳表わし、弓i手の貫く孔の周縁も同様緣取り、中央に一条の 

突帯を鋳出し、周縁に9箇所同時鋳成の鈴を付している〇

他の一遍は片方しか現存せず、辻金具の一方をS字形に作ったも〇で8. 4 5 X

9. 〇 2のものである。

杏 棄_ .

大鈴飾付一枚2 4. 2 X14.4 鈕頭杏葉2枚2 4.2x9. 0.2、三葉形7枚があ 

•冬〇 ‘何れも銅製鋳抜きの鈴がついている〇馬の尻繋などに飾れたも:のであり、 

鈴までが同時に鋳られたものとして全国的に数少ない名品である〇.

花弁形金具 L乂

•二枚あり12.1X 8. 5 鋳銅板で周縁に飾銀風の珠文15箇を,めぐらし、中央 
ご.-.

に半球状の膨らみを鋳出している。

十字金具 、

鋳銅製で9. 6 X 5.1、中央部に半球状の膨らみを作り、四出した脚の裏面には 

•それぞれ小孔があり、装着用の長方形の造り出しがある。

鏡

型な銅鏡一面 三角縁神状鏡で、大劈製のものである。 

'3E"…類 に

瑪瑙勾玉3、瑠璃勾玉2、碧玉賛玉3 6 0、瑠璃丸玉3。:玉類が堅^:式古墳か 

ら出土ザる例は少く、初期横穴式古墳から多く出土している。この古墳が堅穴式 

古墳末期のものであることを物語る。



保存管理

永い間、矢島珍+郎式也より保存管埋されていたが、昭和4 2年3月31日防災 

.用保存庫が4 0万円で完成(国庫補助2 0万円県費補助6万円、町費14万円)、 

ついで同年1〇月31日に修理完成、総修理費6 2万円(国庫補助4 5万8千円、 

県費補助5万7千円、町費13万円)で東京国立博物館仏像修理室に於いて加藤義 

行氏によりこなわれ、座板をつけて保存箱に納め谷れた。保存庫は、大きな金庫 

式になっていて、西光寺本堂内に廊設され、火災、盗難の予防だけでなく半久 

的な.保存がこうじられ、現在群馬町教育委員会がその*管理指導にあたっそ以る



昭和5 〇年度

「文化財愛護モデル地区」活動

水上町
1.文化財学習活動 

(1) 文化財学習講座等の実施事業 

 事業名称 内 容 成 果

A二文化財研縿会5。文化財の重要性応ついて文祀財鐘にわたり重要性を学び認識を深める。 

文化財学習会 古文 の読み方バ」 記録を後世のために残すことがい力忙大切か蜘る

" 利根の俗信について 忘れて行く諸行事を再認識する。

" 民俗資料について 民俗資料の重要性について知る。

" 民具について 人間生活の推移を知る重要なも_>ることを知る。

" 子どもと自然 昔の子どもたちの遊びについて認識を深める。

(2) 指導者講習会等の実施事業_______________________________________________________

____名____称_____ 内 容 成 果

文化財指導者研修会 新種ユビソヤナギ 水上町ではじめて発見されたものであるので、こ 

ついて のヤナギについて知識を深める。

⑶ 学校における文化財学習(副読本 クラブ活動、部活動、学校行事等)

⑷副読本

_称 内 容 __________成____________果______________

社会科副読本 町内の代表的文化財 小学校3年生の社会科で使用効果をあげている。 

をとり入れてある

(ロ)クラブ活動、_部活動 ___________________________________________________

名称 ____ 内 容 ______________ 成________果_

地歴クラブ風俗、言語
郷土クラプ人物、道路、鉄道校内でのクラブ学習として行われている。

h)学校行事 _______________________________

名 称 内 容 成 果



Wその他の学校教育活動

名　称 内 容 成　果

⑷ その他の学習活動

 名　 称 　内　　容 　　　　成　果 

ハイキング 尾瀬の見学 尾瀬の文化財を知る。

文化財めぐり多胡碑吉井町郷土日本三大碑の一つを見、吉井町の郷土資料館を見学 

資料館見学 文化財の大切さを知る。

2. 各種団体にょる実践活動 __________________________________________

団体の名称__________ 活動内容___________________成　　果______________

藤原自然を守る会 自然保護とバトロール 自然保護とパトロールに活躍されてぃる。

 武尊獅子舞保存会 後継者養成と保存
大峰神社神楽保存会 後継者養成と保存に活躍されてぃる。

5.文化財愛護団体等の育成事業ゾくビ:进方昔：

団体の名称 I 事業内容 補助金額等

文化財愛護団体の組織づくりの話し

あぃがはじめられてぃる。

4.管内の住民一般に対する広報活動 __ ____________________________________________

名 称 内 容 成 ：赛、サ 3修
水上町の文化財 地域別に代表的な文化 

文化財に対する理解者が多く-なりつつある。
ーー ］財を写真版にょり紹介____  ___________

昭和5 〇年度

「文化財愛護モデル地区」活動

— ___ 水上町

1文化財学習活動  

(1)文化財学習講座等の実施事藥啖 



名 称 内 容_______ 成 果

文化財講座 文化財とは1可か 婦人を対象とし実施、文化財に対する埋解をいただく

".....古建築の見方 民家、特に農家建築の文化財的立場からの価値を埋解

いただく 〇

// 石造文化財について 石造文化財の意味について理解していただく〇

文化財学習会 郷土の植彻 県内でめずらしい植物と身近かにあるめずらしい植物

を釦ぼえていただく。.

" 利根沼田におけるモリ モリアオガエルがなぜ天然記念物として保存されるか

ァオがエル生害、状態 理解していただく 〇

" 正月の行事的作りもの 姿を消す昔の行事が今現在いかに大切であるかを知っ

ていただく。

" 郷土史 身近かにあった沼田城について理解していただく。

" 郷土の民俗調査から 県内の民俗調査からめずらしいものをひろってお話し

• - - を聞きその.重要性を認識する。

„ 郷土の民踊を復活させ 忘れられかけた地元の民踊を復活し後世に継ぐため頑

よう 張ろう〇

.// 昔をふりかえって 昔の遊びを思い出そう、そして記録に残そう〇

(2)指導者講習会等の実施事業 _________________________________

____名_____称_________内 容 成 果,

文化財指導者研修会 埋蔵文化財の取扱い 埋蔵文化財の知識を身につける〇 _

⑸ 学校における文化財学習(副読本、クラブ活動、.部活動、学校行事)

(ィ｝ 畐II読本 

名称p2 内 容 成  

社会科副読本 呵内の代表的文化財をとり入れ 小学校3年生の社会科で使用効果をあげ

ている。でいる。

(ロ、クラブ活動、部活動 ___________________  ‘

_名称_____内_________容________________成________ 果

地歴クラブ風俗、言語 校内での久ラブ学習どして行われている〇

郷土クラブ 人物、道路、鉄道、査業 



レ、)学校行事 ____________________________ _

名 称 内 容 成 果
(

二)Iその他の学校教育活動    _______
名 称内 容 成 杲

(4)その他の学習活動   

名 称 内 容 成_______________________未_________

文化財めぐり 町内の文化財を学ぶ•町内の文化財をまわり再認識をしていただく 〇

文化施設見学 県立近代美術館と前 長楽寺の宝物の展示と前橋市立桃井小学校所蔵の 

矯市立教育資料館見 貴重な資料金みせていただく 〇 

人学

2.各種団体による実践活動 ______________________

団体の名称 活動、内容  成 _______________ 果

藤原自然を守る会 自然保護とパトロール 自然保護とパト口ールに活躍されている〇

武尊獅子舞保存会 後継者養成と保存
後継者養成と保存に活躍されている3 

大峰神社神楽保存会  

5.文化財愛護団体等の育成事業   

団体の名称 寧業内容 補助金額等

へ文化財愛護団体の組織づくりの話し合いが 

進められているところである

4._管内の住民一般に対する広報活動 

名 称 内 容 _______成 果

氷上町の文化財地域別に代表的な文化財を

写真版により紹介 文化財に対する理解者が增加しつつある。

文化財立札の設置文化財啓もう用立札を設置



(別紙2 )

事 業 報 告 書 

1. 寧 燊 名 水上町文化財研修会

2. 事業内容 2..月9日(月)午後1時より水上町郷上資料館会議室で町民を対象

「文化財の重-賛性にっぃて」と最近特に問題になってぃるnP埋蔵文イ 

財の取扱い方にっぃて」研修する。

3. ド事 業成 果 文化財に对する理解がかなり強くなり、今後の文イ匕財保護に大きく省

立っことと思う。

事 業 報 告 書

1. 事 業 名 「水上町の文化財J印刷物の配布

2. 事業 内容 水上町大字綱子地区の代表的文化財を写真に納め印刷物にし、毎戸1

枚配布をする。

5.事業 成果 町内に住む人達でも初めて見たとぃうような声もあり、文化財とぃう

ものに対する感心が高まりっっある。

  事業     報 告 書

1..事業 名 文化財学習会

2.事業内容 ◎高令者学級で学んだもの

1.古読み方

了2利根Q俗信にっぃて

7 3.民俗資料について

 c4:郡;内Kおけ备民具について 

5.文化財めぐり

◎家庭教育学級で学んだもの

1.子どもと自然

◎婦人学級で学んだもの

爲尾瀕のハイペキメグ へ:

5.事業 成果 文化財とぃうものの埋解と特に資料提供の声が:高まりっっある。



事 業.報 告 書

1. 事 業 名 天然記念物 新種ュビソヤナギ研修会

2. 事；業 内ペ容.デ3月8日(月)午後1時より、水上町郷土資料館会議室で教育関係

者を対象に湯檜曽地区で発見された新種ュビソヤナギについて研修

する。

3. 事業成果 天然記念物に対する理解と新種ュビソヤナギが当町で発見され他に

ない重要なものであることを認識する。



昭和5０,51年度
「文化財愛護モデル地区」活動

榛東村

1.文化財学習活動

(1)文化財学習講座等の実施事業 

事業名称 内  容  成 果 

「桃井城と桃井氏」 出席できなかった者の強い要望で、

__ 講師_山崎 一 先生 _________講演内容を4回にわたり広報に掲載

「榛名東ろくの民俗芸能」 住民が郷土芸能の価値を再認識し、

ロ邊 演 講師 萩原 進 先生 後継者養成の気運が局まる。

「ふるさとの歴史と民俗」 講演会に婦人の参加者がだんだん多

講師 都丸七九一先生 くなってきた。

古文書解読講習会5回

講師萩原 進先生

丑木 幸男 " 最後は個別指導を行ない局度な解読

唐沢定市" ができる者も出た。

講 酋 效
小山友孝 "

佐藤 清 "

拓本実技講習会 この講習の受講者が初心者指導をし

請師 近藤 義雄 先生 ようとする動きが活発になった。

榛名山——その成り立ち

榛名信仰 この事業を通して、小中学生の意識

映 画 会遺跡の発掘 を高めることができた。

____________________上州路道祖神_________________________________ 一 __

5 〇年度「榛名山一周コース」 募集人員を5 0人(バス1台分)と

国分寺、薬師塚古墳、小栗 したが、希望者が多く、1〇 〇名に 

上野介の墓、大戸関奎の関 増員して実施した〇あいにく当日が 
県内文化財めくり ほか 雨天のため、コ-スの-部を変更し

講師 阿久津宗二 先生 ようとすると、参加者一同からぜひ

富沢 保 計画通りという声がでる状態だった。



51年度「東毛めぐりコース」 募集人員5 ◦人がたちまち満員とな

長楽寺、東照宮、大光院、 る〇来年度の参加を申し込んでいく

女体山、天神山古墳 者もあるほどの感況。

さざえ堂ほか ............

請師金子規矩雄先生

(2)指導者講習会等の実施事業 

名 称     内 容  成............果 

文化財保護行政教育委員、事務局職員、文化財調査員今後の文化財保護行政のあり方を再 

担当者 研修会 を対象にした現地、現物研修会 5回 確認できた。

⑶学校にぉける文化財学習

(イ)畐U読本 ______

名 称___________内__________容　　　成　　 果

村教育委員会編集の「私たち

私たちの榛東村、 の榛東村」並びに「榛東村文 文化財地図はフィールドワーク用に作

榛東村の文化財地 化財地図Jを利用して輝土学 られているので好-である。-

図 習を実施する。 知............................................................. ..... .....................

(n)クラブ活動、部活動 

名 称 内 容   ________成_____________果

文化財地図を活用しての郷土小中学生が公民館を訪れ、郷土資料を 

郷土クラ ブの理解 活用し是&職員に相談をかける者が多

 くなってきた。

h)学校行事 __________ _______________________________________ 二1

名 称 内 容_________________成 果

春の遠足は小中学校全学年が

遠こ 足コ_スの中に必ず文化財の見

. :学を計画する、

中学校の文化祭•では、郷土ク

文—.化 祭ラブと写真クラブがふるさと

の文化財Q紹愈で木活躍をす

る〇  



(二)その他の学校教育活數  

学-校名_____ 内 容  成 果

榛東中学校 職員肴志による村内文化財踏査会

(

4)その.他の学習活動_ _________ ___ ______ いン __________________________

_____名_____称J______内___________容______ 成 果

1〇回の学習のうち文化財と 歴史と伝統の伝承者としての役割を認識 

" ______  歴史に関する.学習2回。_ :リ してもらうことができた。

1D回の学習のうち文化財K： :
叩人学級関する学習1回 _______________________________________________________

獅子舞後継者養成のためのグ 2か年間で15名の後継者を養成するこ 
芸能グループ數室  

ルーフ教室 とができた。 

…1◦回の学習のうち歴史や文 .......

少年グルニプ教室.
.——化財に関する学習2回.

2.各種団体による実践活動 

_ 団体の 名称 _____活動_内容 一________成 果

•. . .... 文化祭 文化祭の人気は年々高まり、見

民俗資料の展示 学者数が5 〇年約10 0 0人、

文 化 協-会.郷土芸能発表会 51年は約15 〇 〇人を超えて

5.0年度寒々神楽 いる。

 i 驗 _ 舞 _ ______________ _____ ________________________

史跡め’ぐり 計画の立案、講師の依頼、当日

5〇年度高崎市内..... の.運営までいっさいを会独自で

歴史 散歩の 会 講師 田島桂男先生 すすめていく。当日説明資料は

51年度総社町.会長が作成する。

j •• • . _______講師近藤義雄先生_____

!__________________________史談会 

道祖神まpけ‘の復活 地域の成人と子どもとの間の連

青年親睦会.子ども会.坶匡内夕_化財馨美活動 帯意識が高まった。

步(クリン;H兼ね:七の文

: __________化財めぐ

講演会「榛東村の歴史と女化」

3校P T A協議会
講師近藤義雄先生 ............



5.文化財愛護団体等の育成事業(補助金額1団体15, 0 0 〇円)

団体の名,称 事業内容  成 果

j宮神社獅子舞保存会 後継者養成、春秋の祭典に奉納 後継者15人育成、文化祭で公演 

常将神社神楽保存会。 〃 後継者養成中 

八幡宮神楽保存会 〃 

新井獅子舞保存会 " 

聖宮神社神楽保存会 " _ 後継者10人育成、文化祭で公演

稲荷神社獅子舞保存会 " っ'’• 芯 っ: ～

下の前地蔵祭保存会 " 夏8月7〜15日祭実施 高齢者より正しい和讃を練習中

4.管内の住民一般に対する広報活動 _________________________________________________

団体の名称 ’事業内容 ] "1 果

～品放～i文化財パトロールレポート 

文化財愛護啓発記事 

〇文イヒ財愛護'=&デル地区fc指文化財愛護に対する住民の関心の

定される〇 ••高まりが顕著であった。

〇郷土の文化遗産を守ろう。

〇長岡で獅子舞後継者養成

〇盛況だった村民文化祭

村内歴史散歩連載 "

': 〇高塚古墳

広‘：：報..：紙 ..
〇孝経の碑

〇地蔵まつり

〇長岡の起源と長岡入景'

〇桃井城 •

〇壁の入附近の地名 

〇桃井氏と桃井城(4回連

__________________載)_______人十 ______ _________________________ ___________

榛東村文化財地図藥行 グループや家族連れで村内をまわ

、 3, 0 0 0枚発行 る場合のテキストとしてよく利用
資.。料:..":作：• 成

村内全世帯に配布 されている。自由に記入できるの

 で評判がよい〇 



文イ匕財愛®モデル表区活動事例 .

事 業 報 告 書 ⑷ ノ

1.事 業 名 文化財学習会

2,..事業.内容：(1)講演会

開催日 昭和5 0年4月2 0日(日)

-; 会場' 榛東村中央公民館

演題 桃井城と桃井氏

講師 山崎 一 先生.

(2)古文書読解讅奢会

開催日 昭和5 0年7月9日(水)

会場 榛東村中央公民館

内 容 49年度に引続き第2回目の講習会につき個別指導を行う。

講師 丑木幸男唐沢定市小山友孝佐藤清先生

(5)拓本実技講習会

開催日 昭和5 •!年5月15日(土)

開場 榛東村中央公民館

内容 拓本用具の作り方、拓本のとり方

講師.近藤義雄先生

5.事業 成果 何れの学習も好評のうちに終わり、延出席者数約120名となった。

特に請演「桃井城と桃井氏」は、不参加者の要望により村の広報紙に 

4回にわたって講演内容を連載し、拓本講習会の終了者が近所の希望 

者を集めて伝達講習をするほどであったっ

事 業 報 告 書 (2 )

1. 事 業 名..郷土芸能後継者の養成 

2. 事業内容 (1)長岡大宮神社獅子舞後継者—成 

対象 者...長岡地Bの小学生名

練習回数 昭和5 〇年4月〜51年5月の間に2 6回 

(1 〇4 時間)

指導者 大宮柙社獅子舞保存会役員4名

(2)新井八幡宮太や押楽後継者養成



対象 者 八幡宮氏子内の青年男子

練習日数 昭和5 0年4月〜11月の間に12回(52時間)

指導者 八幡宮太々神楽保存会役員5名

(5)後継者養成費補助事業

対象団体数 獅子舞保存会 5団体

太々神楽保存会 5団体

地蔵祭保存会 1団体

補助金額 1団体15, 〇 0 0円

3.事業 成果 大宮神社獅子舞、八幡宮太々神楽ともに短時日であったが、よく技術

を修得し、太々神楽については、11月の村民文化祭において、公演 

できるほどまでに上達した。

事 業 報 告 書 (3 )

1. 事 _ 名 村民文化祭

2. 事業.内容 (1)講演会

' 開催日昭牙'ロ 50年11月20日(木)

会 場榛東村中央公民館

演 題榛東村の歴史と民俗

講 師萩原 進 先生

(2)郷土芸能発表会

開催日昭和5 〇年11月2 3日(日)

会 場榛東村中央公民館

内 容新井八幡宮太々神楽.

大蛇退治の舞 両刀使いの舞 剣の舞

新井9区獅子舞

公演時間 太々神楽、獅子舞ともに5 〇分ずつ

3. 事業 成果 当日の参加者は、講演会は寿学級、婦人学級を含めて180名、芸能

発表会は延べ4 〇 〇名近い村民が集まっている〇



事 業 報 告 書 (4 )

1.事 業 名 文化財めぐり

2.事 業　内 容 (1)史跡めぐりこじむ

開催　ス•ァ昭利5 0牟10月25日(土)

参加者

見学地。高崎希(若田原遺跡、中仙道一里塚)

てノ 豊岡茶屋本陣、浅間山古遠、群馬の森、岩鼻代官所

 跡、観音山古墳、慈眼寺ほか

講師 田島桂男先生 

(2)県内文化財めぐり

開催日 昭和5 〇年11月14日(金)

参加者 9 7名(バス2台)

見学地 国分寺跡、薬師塚古墳、本郷古墳群、小栗上野介墓、 

患治地蔵、大戸関所跡、空ケ橋関所跡、金蔵寺ほか

講 師 阿久津宗二、富沢保先生 ,

5.事業 成果 県内文化財めぐりは、昭和4 6年度よりの継続事業の最終年度；C、募

集人員を5 〇名としたが、身近かな榛名山一周コースを選んだためか、

、住民の強い要望で計画を変更し1〇 〇名募集した。この事業は年々拡 

大され遂踏,どの成果杳¥げている。

事 業 報 告 書 (5 )

1. 事 業 名：文化財愛護思想の啓発活動

2. 事業内容(1)広報紙にX:名‘啓発

回 数Kい:;夕回へ

.内 容’月文化財をたいせつに

7月文化遺産を守ろう

?- - 9:月村内歴史散歩(堂の入)

10月村民文化祭に参加じましょう

1〇月 獅子舞いを後継"'長岡の小学生

10月村内歴史散歩(桃井城と桃井氏)①

1!月 // ②

12月 " ③



1月 村内歴史散歩(桃井城と桃井氏)

⑵ 文化財M結果の有線放送  

ほ)各種学級内での文化財学習 

寿学級 映画による文化財学習2回

クラブ活動での文化財学習.6回

婦人学級 村の歴史と民俗 ふ

幼児学級 村の伝統行事と子、どものあそび

少年グループ教室 郷土のまつり 



広報しんとう6月号

r文化財をたいせつに 一文化愛護モデル地区の指定をうける——

/どこにもある 

平凡な石造物ク

だがこれが

\貴重な文化財です〇/

ことしから群馬県に「文化財愛譴モデル地区」が設置されることになり、県内5か市町村 

が指定されました。この中に榛東村もはいり、昭和5 〇 • 51年の2か年に亘って、文化財 

愛護の地域活動を推進していくことになりました。

このモデル地区は、

1. 村内に指定文化財がたくさんある。

2. 文化財愛®について村をあげて強い熱意をもち、地域活動を積極的にすすめている〇

3. 文化財愛護の組識(郷土芸能保存会や愛好会)が結成されている〇

4. -教育委員会が文化財愛護に対する事業を積極的にすすめている。

などの条件がととのっているところを教育事務所が推せんして選ばれたもので、榛東村で 

はつぎのような事業を言十画しています〇

1. 古文書読解講習会 .2回

2. 村内及び県内文化財めぐり

3. 講習会 2回

4. 寿学級•婦人学級に村の歴史と文化財の学習をする。

5. 長岡獅子舞•八幡宮太々神楽で後®者養成をする。教育委員会で各4万円ずつ補助金を 

出す。

6. 文化祭で郷土芸能を発表する。

Z 太々神楽•獅子舞•地蔵祭保存会に補助金を出す。

8. 村内文化財地図を発行する。

9. 小中学校の教育活動の中で文化愛護の精神を養う〇

1〇.住民に文化財愛護に対して深い感心をもってもらうよう"広報しんとう"や有線放送で 

呼びかける。

県内7 〇か市町村の中から選ばれた文化財愛護モデル地区であることを十分ご理解いただ 

いて祖先が残してくれた貴重な文化財を長く保存するため、みなさんのご協力をお願いいた 

します。



広報しんとう7月号

文化遗産を守ろう

急激な餚発事業の進行により埋蔵文化財(地中にがくれている文化が破壊される 

という事例が各地に起きています。 ____________ __ ____________________________ 

榛東村比おぃても、工場用地や宅地造成あるいば道路工推*土地改良事業等が進めら 

れている中で、時折、遗跡にぶつかったとuう例が善すました〇教育委員会では、村内 

の文化財を'巡視してその保護につとめておりますが、なにしろ二百近い文化財が村内に 

散在しているため、時には、知らぬ間比追跡が破壊されていたということもあります。 

道端の石造物(道祖神や庚申塔)畑地。山林内の古墳(わずか盛り上がった土地•大 

きな石が露出した場所。土器の破片ががちらばっている所なども古墳と考えてよい)は、 

私たちの祖先が多くの犠性をはらってつくりあげた貴重な財産です〇それは、イ可百年間 

も、ときには千年以上もの間、やはり私たちの祖先がだ‘いじ比守って今に伝えられたも 

のです。柯億の巨費を投じたとい$近代建築は仮にこわれても再建できますが、千数百 

牟もの歷史をもつ古墳は、いったん破壊されれば、決して再現することは不可能です。 

法律で罰せられるからとか、教育委員会や警察がうるさいから保護するのでなく、身 

重な文化遺産だからこそこれを守り、後世に伝えるのが私たち国民の義務であることを 

認識して、村内の文化財保護にご協力願いまナン耕地などから、土寨の破片、石で作っ 

た道具などの出土する所あるいは、〇〇山。〇〇塚などと呼ばれる古墳などを埋蔵文化 

財といいますが、このような場所に家を建てたり-、土を掘ったりする.よケな場合は、事 

前に教育委員会へ蓮絡して、その指示に従ってください。

広報しんとう9月号

村内歴史散歩f (堂の入付近の地名)

榛東の地に住む吾々の遠い祖先や大昔に住んでいた先輩達も身近に迫る西山を仰ぎみ 

るとき尊崇し敬慕していたことが偲ばれる。今でも小中学校の校歌には愛称されて幼い 

時分から親しまれているのである。'

榛名の峰や谷には遠い昔に拓かれた神域や霊場が数多く散在して“る。榛名神社、伊 

香保禅社、相馬山神社、水沢寺等々、それらの中でも最も規模が雄大で多くの人々が入 

山し離踏を極めたと伝えられる地が、柳沢寺の旧知、堂の入地蔵である。

柳沢寺の創始は今より約1165年前とされ、嵯峨^皇の光fe年間に伝教大師が東国 

•…を遂敦してい:‘た時、国府将軍兼群馬郡司の満行という人が大師の徳を^って開墓となり 

寺を建立したと言われている。

当時は数百の坊舎が建ち並びすべて比叙山に対比して造営した。盛時に知ける寺の境

 域は、南は柏木沢辺から、東は利極川比ま’でび船尾兰千坊と眸ぼれた壮大なもので



ぁった。

嘉洋5年4月には朝延より延暦寺の別院となすとの詔を受けていたとも伝えられてい 

る。後ン萇和の頃千葉左衛門常将が一手相満若事件に怒らて紿尾山の衆徒と戦い、全山 

堂宇を焼きはらってしまった。その頃になると国司政治は著るしく衰退し、内乱があい 

つぎ社会不安の時代が暫く続いた為に寺の再建はされな‘か'づた。後々になって僧円俊が 

山手田に本堂を建て柳沢寺を再興し現在に至っている。

住時盛った堂の入の霊域はたずねる人の影も少なく、唯草木の生い繁名まかせ、わ

ずか林間の石垣と、語り継がれた地名とに考を寄せてみるの'みでをる。；

1.伊香保往還 

現在の择馬水沢線県遣、桃泉地区より大改修が始められでいぼビ

旧時の三国街道セ為り、平地に街道が移ってからは巡ネLitどし亦伊香保、草津への 

入場客等旅人の往来がはげしかった道。

2. 百:庚プ申

鳶右の近く伊香保往還添いに祀られている右塔群、殆んどが庚申塔であるが、中に 

道俣珅、ク挪度神、猿田彦、愛宕大神等も見受けられる〇これらは徳川中期以前に建 

てら其たものである。近くに新林の地名もあるところがら附近にはかなb大きな部落 

+耕地があったことが考えられる〇

3. 蔦 石

近くの峰林にある光石どi：もに古代に祭祀が行なわれた岩座であったと考えられる。 

此の附近を 査すれば必ず緒論を得るだろう。寺が造られる以前の遗跡か〇

4. みかえり坂

蔦石の部落はずれより大田沢に降り込む坂、現在も見返り峠と呼ばれている〇此の 

峠に立った入山者、下山者共々已れの過去の追?憶か、反省かしばし佇ずんだで.あろう 

誠にユニークな地名である。

5. 午王頭川

大田沢も下流に至ると午王頭川と呼称される〇水沢から有馬を貫流するのも午王頭 

川である〇

午王とはV護符の一種で午王宝印と呼ばれ平安末期から嫌倉期には盛んに用いられ

た起請文の用紙である。(誓詞、& 契約書)

 

 6,観音坂

大田沢よりの急坂の路傍に石仏一体が現存する。柳沢寺め寄b本讀は千手観音であ 

る。旧時此の辺に観音堂があったのだろう。

フ/盗1入-會 (ヌスッ-トゴど)

山内眺望一番 ‘ゆ頃きに登ると利根川が良ぐ見える〇坂本太郎を眺めたと ’％ろから太



郎望との説あり、その南麓榛名ロッヂが建てられた辺りに旧時太郎坊と称された宿坊 

があって、そこから堂の入への至近のコースが太郎坊越えであり、ドロボー越えにな 

り泥棒=盗人となったとある。

8. /J^ 猿 (コザM 二,

不入の滝が表鬼門、不来の山が裏鬼門に当てられる所、神仏習合によセ猿田彦大神 

が汜られていた。不来(コザル)である。

9. ニュ _•ジッタ ぐ

八十体、十王十体像が置かれている。

10. 博奕穴(バクチアナ) 久

釆博奕は仏教と同じく印度で発祥し、支那を経が日本に渡来した〇博奕に使われて 

いる仏教関連用語は極めて多い。

11. 北十二

隣接地は笹塚、古墳であることが観察される。寺創始以前のもの。

(寄稿岩田実氏)

広報しんとう1〇月号

第 5 回_______  

!村民文化祭に参加しましう

住民の芸術文化に対する理解と認識を高めることをねらいとして、11月12日より.

2 3日の間、榛東村中央公民館において第5回村民文化祭が開かれます。

作品の出品、発表会の出演は、村内に住んでいる方や榛東村の出身及び村内の学校に 

勤務する先生ならどなたでも参加できまナから、希望者啖.1〇月51日までに榛東村中 

央公民館へ申し込んでください〇 

また、文化祭期間'中は、村内のみなさんが、たくさん於出かけくださるよう於願いい 

たします〇

第一部県展巡回美術展

期間 11月12日〜2 〇日

内容 絵画。彫刻*工芸。書および写真等の県展優秀作品約6 〇点を展示します。 

第二部作品展覧会.

期間 11月17日〜2 5日

作品搬入 11月17日午前

作品徹去 11月2 3日午後

ただし、生花と盆栽の搬入は21日午後になります。

種目 書道•手芸(和室)生花•盆栽。(請義室)•絵画•写真。俳句〇その他



二、(会議室)

すでに文化祭で発表された作品は®品できません。

第三部講演会 

期日 11月19日午後1時半

演題 榛東村の歴史と民俗

講師 勢多郡富士見中学校長

群馬県文化財専門委員都丸十九一先生

第四聞芸能発表会

期日 11月15日

午前9時〜午後2時

種目 郷土芸能(獅子舞•太々 

神楽)。詩吟•剣舞•舞 

踊•大正琴。その他

なお、第二部作品展覧会への出 

品は各種目ともひとり一点とし、 

第四部の芸能発表会の出演はひと 

り一回とします。また作品の搬入 

徹去は出品者が行ない、出演者め 

使用する用具は出演者自身で準備 

していただきます5

このほか、村民文化祭について、詳しいことを知りたい方は、中央公民館へ問い 

合わせてください。

秋の

道路愛護運動

1〇月2 〇日(月)

1

2 5 0 (土)

〇何気なく歩く道路に見直キ感謝

〇住みよさも明るい暮しも遣路から

‘ ©いま通るあなたの道に真心を

広報しんとう1〇月号

獅子舞いを後継

—長岡の小学生— 二

教育委員会主催のグループ教室で長岡地区め、学生14名が伝統的な郷土芸能であ

る長岡獅子舞いを後継しようと、今年の4月より毎週日曜日に練習をしてきています〇 

師匠は岩田喜嗣さんほか大宮神社獅子の方々で、1◦月9日の祭典に第1回の発表 

を行いました。 



広報也,1〇月号__

施内雪史散歩
-----------------------------------------  

広報しんとう第7 4号で「桃井城」を掲載したところ、村内のみな)

さんから、もう少し細かなことをぜひ知りたいという希望がありま(

したので、去る4月2 0日、中央公民館と歴史散歩の会共催による 

講演会の県立局崎女子高校の山崎一氏のお話を4回にわたって連載

 いたします。 

桃井城と桃井氏(一)

桃井城といわれるものはこつあって、ひとつは山子田御堀にある平城の「山子田城」で 

あり、もうひとつは吉岡村南下にある丘城の「大薮城」である。

〇 山子田城

山子田城跡は、東西2 0 0 m南北150mで、東*中。西の三郭が並び、東郭中央は 

逆の食違い追手虎口らしく、南端をやぐら台と呼んでいる。西側には壕と土居が現存し、 

南側と北側にも土居とその外周に空壕跡がある。北側西寄りと西南の二か所に虎口跡が 

ある〇城趾の南外側の南城寺川の内側の土塁6 mの上に土居があり、西南隅ぬも櫓台が 

あったらしい。

嘉祿年間以降、南北朝期の桃井氏五代の居城であったが、その前期治承4年(1180) 

木曽義仲が父義賢の守護地、土野国多胡荘で挙兵の時、西上州の桃井氏外武将が平家追 

.討に参加したとあり、文治元牟(118 5)源頼朝から藤原八郎桃井庄の禅頭に補任さ 

れて桃井八郎と名乗ったらしくゝ建暦3年(1215) 5月鎌倉幕府初代武者所別当和 

田義盛が鎌倉に叛き和田氏と共に滅んだ土屋大学権介義清が館と伝えられ、義清欠所の 

跡地2 5の所の内桃井庄を内藤左衛門に給されたという。

大藪城は、吉岡村南下字大藪の八幡宮及びその北の不動山にあり、主郭は東西15 〇

m、南北12 〇 mの広さで、中央部西北から東南方向が5 0 mほど馬の背状低峰の物見 

台になっている。この峰が主郭を両断してのび、第一郭は東北側より10 m、第二郭は 

西南側より7 m高く、一郭はこ郭より4 m高くなっている。

第一郭はほぼ 形で南側の長さ13 〇 m..西側は8 〇 m、西側北半には1〜3 mの土 

居がのこっていて、低土居は全縁をめぐっていたと推定される。西北。南面には、下方 

に壕がめぐらされており、北側には腰曲輪もある。

第二:郭は半円で、東南部を除く全面に高さ5m以上の大規模な戦闘足場用の武者走り 

が高土居になっている。

南側中腹の上八幡宮と金剛寺辺も下曲輪で居館跡であろうか束側に高さ3 mの土居が 

あり、それに沿って堅壕が走る。北詞下方には堀切りを距てて5か所に小さい別郭があ



り、全体として政守両全©珍らしぃ形状で比較的保存がよぃ桃弁播摩守直常©城跡と 

伝えられるが、あるぃは山子田城©非常時©龍城を改修した.ものか？何れにしても現形 

から見て直常期より後代©ものらしぃ。

(本稿は山崎一氏の話を浅見善帀氏がまiめたもの)

広報し今とう11月号

村内歴史散歩

桃井城と桃井氏(二)

桃井氏と南北の争乱

#井氏は足利氏の支族である〇.足利義兼の子義助は、桃井庄の地頭になったが、承 

久の乱の際宅治川で戦死U .嫡子義胤(当時2歳)は祖父義兼に養育され義助の旧領 

を受けて荘司として桃井に住み、氏族の居館とした。

 から1 伐の孫尚義の時、元弘5年(1 2 8 0 ) 5月8日同族の新田義貞は大塔 

富P:令旨を奉じ、討幕の旗を挙げた。尚義は一族の、駿河守義繁、兵庫助顕氏、遠江 

守有常と共にこれに応じ、小手指原、分倍河療で奮戦し、5月17日極楽寺坂の戦で、 

太仏陸奥守貞直を討取ったほか、数度の歴戦©功に依り北面©士比列し左京亮に任ぜ 

られ武者所©頭入に補せられたとぃう。

因に新井村根元帳(正徳元年)に於るとレそ©桃井八幡宮由来©項に、

宮と申し奉るは、清和天皇後、八幡太郎源義家四代©後裔にて、足利 

蔵人義兼の四男、桃井遠江守義 群馬の荘司に着任、嘉祿年中(12 2 6 )当国群馬 

郡長岡郷^:旱城を築き、当城の堅固と武運長久祈願の為、相州鎌倉若宮八幡を移し崇 

,5〇義 四代の孫#井遠3；穿尚義、新田義貞に随身して延元3年戌寅牟、鐘前国足羽 

の合戦に桃井一家討死、此時御家断絶 以下略

福井に.桃井の姓が多ぃのは、新田義貞ど共ピ権弁で滅びた桃井一族が多かったから 

_だ。..信州松本に逃れた人々.の子孫は今も桃弁姓を名乗づてぃる。県内各地にも現存し 

ている〇

尚義の子は刑部大輔義通である。足利尊氏©叛虻依り京都を脱出した後醍醐天皇は 

延元元年(15 5,6 )1:1月、:新田義貞を北国に向が右ぜ 桃井義逋は弟修理亮義盛、 

ンそ©子和泉守貞職と共に越後関川に移って南朝方©糾舍に；と'だ。

(本稿は山崎一•氏©話を浅見善市枝がま:とめたも©)
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広報しんとう12月号

村内_歴史_散歩

桃井城と桃井氏(三)

桃井直常の璋躍

桃井氏には、賴氏の子、賴直を祖とする別家が’ぁった。頼直の孫直常は尚義とは逆に 

尊氏方となった。その因縁は、尚義が上野国に居たため、新田義貞に随身したのに対し、 

直義は最初から尊氏勢に加わり、六波羅攻略軍中にあったからだろう。直常は元弘3年

5月7日、六波羅の.探題北条越後守仲時,を攻め破り功によって右馬権頭となり、後に越 

中守から播摩守となった。延元5年(13 5 8)正月2 8日、直常は南朝方の総師北畠 

を美濃の青野原に迎え討ち敗れたが、顕家方の損害も多く、それが2月2 8日、南 

都般若坂で、直常•直信に撃破される原因となった。正平5年(観応元年13 5 〇 ) 

12月、足利直義が兄尊氏に叛いて南朝方に帰順した時、直義の催促に応、じた直常は、 

翌正月8日越中を発って、加賀。:轉剪の兵を集め、7.0騎を率い雪を冒して江州坂本に 

着いた〇 2月17日、尊氏勢を摂津琴,JJ.與浜に破るのである.。直常の名の直は直義の直 

に通じ戶ように、直常は終始直義と行動を共fした。

その後直義は、尊氏、義詮父子との戦いに利あら.ず、鎌倉に遁れて拠り、これを討つ 

ため尊氏は12月駿河に出陣し、関東の諸将に直義追討の出兵を促した。宇都宮氏網。 

薬師寺元司聲の;F野勢や、.41野国大胡• UjJb 〇大島の人夕.が:これに応じ、：上州勢は大 

島義政を将として笠懸野へ打って出て、12月16日、長尾孫6 •平3等に駆け散らさ



れてしまった。しかし19日になると、宇都宮氏網の優勢な部隊が芳賀貞経を将として 

到着し、利根川を渡り那波荘で反撃に出た。直義方の将は桃井直常の勢7千余騎と長尾 

景忠である。桃井が関の声で宇都宮に討ちかかる。長尾左衛門勢5千余騎、魚鱗に連り 

薬師寺に打ちせまる。長尾孫6 •平3が勢5百余騎、みな馬から飛びおり、徒立ちにな 

って射向の袖を差しかざし、太刀、長刀の鋒をそろえて、閑々と小跳りして靡けて追い 

っ返しつ半時ばかり戦って、長尾孫六が勢縦横に駆け悩まされて一人残らず討たれ、桃 

井勢も叶わじと当惑し、十万に分かれ落ち退く〇いくさ終って4 • 5か月後までも戦場 

の3。4里四方は草醒くして血野原にそそぎ、屍は径にうず高く横たわると、太平記に 

はある。この戦いが事実上の決戦となり、翌観応2年(13 51)2月。庫義は尊氏に 

毒殺されてしまうが、直常はさらに尊氏に敵対して南朝方にのこり、正平ア年(13 5

5 ) 7月18日、新田義宗(義貞三男)と共に宗良親王を_じて上野、武蔵を攻路して 

いる。京の桃井塚は直常兄弟の戦趾である〇後村上天皇が男山に還幸し敵に包囲され、 

5月11日陥ることの報せをうけた直常は、兵を率いて赴痠したが、幸ピ夭皇は無事に 

脱出したと聞き、兵をおさめた。

正平9牟(15；6 6 )12月2 4日、直常は足利直冬(尊氏の第二子)と共に尊氏と 

京都に攻め、尊氏は後光厳院を奉じて近江の武佐寺にのがれた〇同1〇年1月16日、 

直常は堂々入京したが、3月17日、七条の戦に南朝方は尊氏に敗れ、京都を放棄しな 

ければならなかった。その後も、直常は新田義宗等と力を合わせ苦闘をつづけたが、正 

平21年9月、足利義将に敗れて越中で討死したという。

新井の播摩という所は、直常の隠插したところとも言われ、吉岡村南下字田中にその 

墓と称する五輪塔がある〇勢多郡宮城村苗が島に直常め城と伝えられる城跡もある〇伝 

説では吉岡村大鈸の上八幡宮と田中の下八幡宮は直常の建立で、下八幡わきの桃井の池 

.は直常の産湯の池といわれている〇

(本稿は山崎一氏の話を浅見善市氏がまとめたもの)

広報しんとう1月号

村内歴史散歩

-- 桃井氏諸々で散る—

正平14年8月、九州筑後川で激戦が展開された。頼山陽の詠詩が如実に表現してい 

るが、八千の菊地軍は、少式•大友軍六万を紛砕したが、•南朝方も戦午八百、桃井左京 

亮の名がその劈頭にある〇しかし、桃井左京亮尚義が嫌會攻め以後8 〇年後のことであ 

るから尚義でなく、それよりH代程後の裔孫であろう。尚義系の桃井氏に’は左京亮が引 

きつがれたと推定が難4承い〇

r坪弓老談記」に応永4年、宗良親王の御子、兵部郷尹良親王を寺尾城に迎えゼ。守



護©大将世良田大炊助政義、桃井左京允宗好と記されているが、この城は、高崎市の寺 

、尾で、応永4年(15 9 7 )から19年4月まで宗好は尹良親王をここで守護した。宗 

い好も尚義系の人であろう〇

下って、永亨12年(1440 )足利持氏の子安王丸、春王丸が兵を挙げて、結城城 

に立菴って軍に抗した時、結城氏朝等と籠城した諸将の中に桃井左京亮以下一族の入々 

.が多数加わっている〇これらの人々は尹良親王に従って寺尾城から下野国落合に移った 

桃井一統の子孫であろう。

直常の孫、幸若は數山の児となり、幸若流の舞の創始吉てあり、その子孫は、越前に 

住み業を伝えると共に、太閣記、家康伝等に見る名技で舞踊各流の元祖であった。

附記

1. 元中年間、東国の諸将は、桃井貞職を尹良親王に遺し、上野国に迎えた途中、元庄

5.年春、鎌倉勢五千騎が襲い貞職勢2 5 〇騎は援軍を得て激戦しつつ寺尾城に入る。尹良 

親王に奉仕した諸将の中に桃井満昌入道*桃井義繁,桃井貞綱等烈士の名が挙げられて 

いる,

2. 山子田湯浅家系図に貞職母方の姓F湯浅」を継ぐとある。

5.桃井小学校の講堂のある位置に忠魂碑を建てる時、土中より数多くの五輪塔の破片が 

出土した。その辺一帯に桃井領主や家臣たちの墓があったのかもしれない,

(本稿は山崎一氏の話を浅見善市氏がまとめたもの)

あ と が き

浅 見 善 市

桃井氏が南北朝期に為せる百有余年間の義節の跡を6 4 5年後の今日、回顧しますに感概無 

量を禁じえないものがあります。

元弘5年5月8日、新田義貞公の挙兵に即応して、我等の郷土の群馬の荘司、桃井遠江守尚 

義公もまた随身しましたが、如何に天業へのご奉仕とはいえ討幕戦のこと、僅少な桃井一氏一 

族だけで応募出征することができたでしょうか。

想うに、遠き異国への外征に増して、予想される長期の苦闘戦に対拠する領内兵団の勤王必 

勝の信念とその戦力にも加えて是を援ける在郷の領民が挙げての忠誠一如の為せる大壮挙であ 

ったと推考せざるを得ません。

是れ出征跡の桃井城の留守兵団の対戦態勢や外征補充将士の選出は素より、銃後領民が兵糧 

•武具等の生産 重等と前線銃後のの決戦態勢を想うだに、去りにし64 〇余年前の領民の献 

身的団結と勇猛な敢_心や人的経済的負担の程を痛感するのです。



特に建武中興以来、足利勢の饅位に伴ない、新田領は足利方に没収され、その制庄下で敗者 

’たる悲嘆と忍徒の連に、前線•鐃後が尽じを5•牟2テ月間わ負荷の大業も空しく、延元3年 
7月2日、真郷遠き越前•(禧井#7足羽幻:&明寺峰そ新由公と共に桃井左京亮尚義公以下桃 

井兵団も殉死とのこと、それ以後残る幾多の桃井族や関係将士更にその子孫末裔までが、嘉 

吉年間の結城合顧で堯盛までめ百条举觀暇無い悪戦苦闘以て天業に貢献じ先幸村全領民の偉 

大な功績を葱う嬉、の御〇と铁りにし逢き緑、深“名もなき将士や領民と荒廃たる古城址に 

崇高な敬慕と袁惜情 切なるものを感ずるものであります。

◎嘉祿かた荘司義胤•尚義と

 昔を今に顕す我が里

◎増荒男©貴き縁をあらはにぞ

仰ぐ祖裔の此地を永久に
追,白 坂土は山崎先生の摘續話麥肇者©不見識のなせる赛略‘でしたので幾多の□義や貴重 

な武索ダ古文書、口伝導治探究七でも尽きないこどを痛感しますが今回は割愛させて頂きま 

す。幸いに御郷友諸賢の文化財発掘と顕彰の愛心そ何卒御批正と御発表を賜れますよう御. 

懇願申し上げます。

跳赤 貧 攸 桃 井 郷 赤城山•榛名山を一望する処は桃井将士の里で

帝猷 将士 潜 勲 功.天業奉仕兵団の武勲と功績が輝きびそむところである 

随身 禁衛殉 藤島 錦旗を護衛して藤島合戦で惜しくも殉死したが

空忍栄枯邑子傷 領民は今の埋れた祖業の武勲と敗戦を想いながら!$んでい

る

(仄起七陽詩)



金古諏訪神社神楽

保渡田諏訪神社獅子舞

高令者教室
文化財講座 
史跡めぐり
榛名白岩観音にて



町民教養講座
「町の文化財」

の講演会のようす

中里火渡り

町内史跡めぐり
上野国分寺跡にて



文化祭における太々神楽の公演

新げいこ(養成された後継者)の
太々神楽公演



文化祭における

獅子舞公演

水上町高令者学級
文化財めぐり

(3月31日)

水上町文化財研修会

(2月9日)




